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第四圖　ラヅテ摘田子宮

Xに撫・仰ホ・レ聡齢雄力・1す↑臨諜養淋轍覇の翻るの朕くち

　・　　　第五圖ラ，テ摘出子宮　　　　　か子な旺三

際標（×）に可楡液祉附興認るの時刻た示す

爽　て宮し
難風途の之
藍島　　に　　に　　蠕　　力》

多面は動迷
旧す乙強運朦
をう出動す
含ざ機をる
有この著を
すろ異し待

故宮る繰出
に緊那ヒなし
酉肯『

��hら7’ε

急心をしる
鉛急熱め筆
工を級少宮
○有せしに
％すしく劉
水るむ大し
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「りに蒸認可にり’照るするす過ををな以ほ
成何翻し成少少謝るる濾るし加叢るてす
三等濃鉛均　し許にや有液水濾へむ作施由
るの縮を融くの’由之敷に’を紙新水毒す響
こ影し硫に三水．てれ成合以上に性あごの
ε響て化分量を生を．分すての言言るき如
をを子物．散の難し探は妓充沈澱液をは馳何
認も宮ごせ水へすこ究雨に輪重のに血筋を
め與になしを懸るす者於洗は析はめの試
すzへ劃しめ追搾馨るのて灘射出点出薄湿
りさすて之難し澱の内余し許9せほり漏せ
　　　　　　　　　　　　　　　　躍るる騙にしての必何か洗のさタ第煎る
五準準，除硫て泥一要れ抽液誹るン面談に．
圖力作レ化沈般小をに出は酸に二下し正
妃のを才ξ水澱ご部域含せ護鉛至ン参く常
謡物造る素をな分し有んにをり三思充、な
，質す後を回しを初せビ得含．て他　進る
　よ、るち誘中更取’め　ら欲陀有濾の　　し’子
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第六圖　ラッチ摘山子宮

寵標　×に可槍液注入の時刻な示す
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硝
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に

依
て

液宮ん硫帯　すご酷共出り分子稠をから沈
ににご化奥意る酸上せ次セ3宮ε以如は’降
は就欲水色酷一上、壷焼ざて酷はなてし有し
填てす素透酸澄を歴る酷酸共し過今活花
著験るを継走象含をに酸鉛春前剰や成．る
な索有用のには左傾至鉛に動記の之．分－看
るす数ひ濾依：先．す潟、り幽曲直著同心をは質
還る重て液てきるし・一澱てし一を解沈は
カに分譲を生の水態夜の臨くの硫決蓮：動
の前はを得し傾を盛夏上露旺方化せを物
存者応報だすこ潟以は置冠せ良法盛ん除論
題は何化りるにて遠せにさごにピε去・面
す去れ鉛今沈依洗心る回るな從な欲し上
る．宮にご沈澱て灘力に酷化れひし・し把無
この含な重は得し器油酸漏り試て濾るカ
ε正有し露頭だ洗を澱鉛的帥験濾液弱な
を規せてひ黄る液用は液性ちす別の液る
知なら除遜色溶及ひ悉を質斯るし一中こ
れるる去液紫液ひてく加をのに濾小にビ
リ運るすを状ご遠’磯鶏え有如露液＝部含を
索動や而各’を翻心薄霧復すき検を分有．民
事を醒し別呈す難しにすこる数液水をせ認
圖漸をてにし
参次：解余前濾
照減決か法別
当弱せ抽のす
にせん出如ゐ
進しビせくに

に更沈新こカの溶取させ
由に着にごを注上りるう
て少せ沈明有．加に硫可果
笏ピ重り澱らすに蒸化らし
離の依のかる由駿水さて
し次て析な成て濃素る然
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第七固　Magnus氏法1＝よリラッテよリ易拙ぜし子宮の蠕動蓮

動々雷かしめつ、可毒液な注類す

門標　 ×に可強液注加時

第八圖南：京鼠摘出子宮

×に穿て可平皿注脚

第九圖　南京鼠熱田子宮

×［工可楡言夜出力n

第一〇圖

×に於て可検液な注入す

　　　　　　　　　　　　　　　　　て重ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　分　を　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　解濾i欠・
　　　　　　　　　　　　　　　　　・し　別・・酷

　　　　　　　　　　　　　　　　　以／し酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　て　充鉛
　　　　　　　　　　　　　　　　　水分沈
　　　　　　　　　　　　　　　　　銀洗重
　　　　　　　　　　　　　　　　　を溝を
×刈撫蹴る榮養液噸換ぜろ時弊示す　除し濾
　　　　　　　　　　　　　　　　　き　忙別
　　　　　　　　　　　　　　　　　把　る　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　る　後帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　後ち　を

　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　洗無
　　　　　　　　　　　　　　　　　効液鉛
　　　　　　　　　　　　　　　　　力　は　こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の・濾　な

××に洗離して無毒なる榮徹に轄撫るの噂有液せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　無　に　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　或合濾
　　　　　　　　　　　　　　　　　は　し液
　　　　　　　　　　　　　　　　　強　て　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　弱沈昇
　　　　　　　　　　　　　　　　　を　博学
　　　　　　　　　　　　　　　　　比　ご　液

　　　　　　　　　　　　　　　　　挙挙を
×ンに無毒なる榮養液に轄換ぜるの時々示す．　　別　加．

　ラ。テ摘肝宮　　　　　　照にえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　す前帯・
　　　　　　　　　　　　　　　　　る　法　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　に　に　沈
　　　　　　　　　　　　　　　　　昇傲．降
　　　　　　　　　　　　　　　　　乗　ひ　せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　に　硫　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　由化暗
　　　　　　　　　　　　　　　　　て　水団
×xに無創よる榮養漁聴換ぜるの時を示す沈素色

　　　　　　　　　　　　　　　　　降　を　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　し以沈

／
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第一二圏　南京鼠摘出子宮

’寵標　》ξに可繊液注入の時刻な示す

　　第一三圏　 ラッチ摘出子宮

　　　　　　　　　♪搬・．蘇
　　　灘闘魂叢濃．
　　　　　思＿＿霧羅難
　　　　　ガヒ　難　鷲　麟霧雛霧鍵・
　濾“鴨’・．　・匙　書．　葉　　　　遊　－縛
記標×に可櫨液（エーテル可溶｛生物質）注入のn5刻な示ず

るホ洗
もノγ液
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は鱈濾
子去液
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毒血ホ
動樹ノγ

運脂性
動様癌
をの液
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なを赤
ら留褐

早雑宮草　　 をる易．しノレ滅こ宮次しむ色
著物議中上　 懸子くて、にせεは臨む之透
しを縮にに　　め宮溶ア嬉しな．弛張るれ明
く除作含叙第すごに解ノが溶む長緩性もをに
　　　　　　　　　　　　第のを全水し　　　　　　り慰しコす不き用有述一

るも全二種有四た色にご三二にす時解に
ものく離々鍵盤顯．透由を用参翻る棄し酸
には拮のな成参著明丁知を思しこ・のて性
あ敷抗譲る分露な．中析ゑ有如復ご現炭反
ら力性懸盤の　 る性出講す離すご著象酸懸
さ甚の分學精
るた作を的製
へ顯用驕干
し・著を除作
弦に有しに
にしす並並
於でるはて
て最三子本

緊．反　し一　聡慧懇親　に　瞥’を

騒騒忙三分騒動に直達呈
作をる圖は及蓮しきをす
用徴物塑好緊動てす．川今
あし質照く張を三三ひや
る別は三脚三島にし中ア
こ出水に1をすはて和ノレ
こせに反プ消る子回せコ
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し巴なし9記．鍵子芋るすこ碁● P二
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動：本ら　ら　陀性グ．　↓ヒスト昌ンα059な榮養液100・ム申1＝注加す

を末さ’さbのう　　　 第一五圖家兎別出子宮

銑鐘震綴　記標X×1・於て・　・…騨・す

すを的蓮ごに紙ナこ捌きてり動に子析蒸有
る美作則せ含上子るは叢叢の於宮出漁敷
の見用的ん有に宮・に逮な●に頻てにせ濃成
作す就慣もす描に到にる難度も叢り縮分
用る中子解る今年れは水て．を零す聞しの
をの子をに圭せすり純に結興宮．るをて結
有便宮守新要るる斯自民品盛の影寒冷品
しににり奇聞も回し色解性な緊膿液所を
且供与，て警分の縮て針しの・ら張のよに企
吊せし弦抜に，第作得状反物し性如り腰回
をん選にをし一三『た或覆質むを何分難し一
治ε澤出曾て五のるは再を作充を離せ共
電欲的てひ勢至顯結稜結悉用進試しる水
上す偉ナこ奇はを著晶柱品くあしみてに溶
量る大ボ開之掲な性状法測る且た前漸液
謂のな所超にくる物のを集をつる法次を
藥意る以絶ヒ　を質結行し認蠕にの結三
物に作ななス　認は品ふ合め動微如晶度
ご外用りるト　　む復をεし沈運’量くをにら
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のさ元アし氣　　 く版適力に二瀬の　し
試れせ．ノソてを純　 こ出當の悼二し映附て
藥こすコ中吸輝　嘘來な偉戻頁て書　懸
にも叉ホ性引な　 、てる漉す牽復せ記遭
逢時濃・・反せる　せ・改へな’る思判る　す
ふを恩讐．敵すヒ　b歩きるこに彼を割る
て経硫にを、且ス　　・捌をにε懲我見論に
着　る’酸は呈つ　ト第　　修信奉な恋醒　る　週足
色にに溶す獲二三　のしひしし別はにる
反随は解之色ン節　途羅馬ごてす之於，も
癒ひ無せれ共は　　を彩る難i張る余ての
を微色すに他・臼ヒ　逸のこも蓄のか’挿を
呈にに勢門の色ス　す導き新撃途本入総
せ黄膚坐し側聞ト　る途はに暮’を研す製
す色悪溶て挙状昌　 こ之婁覆ご『失彫るし
又をし液アを或シ　 ごをに見命ふに虜て
ヨ帯比にル來はの　遠改附し名こ着の一
1’ﾔ霊璽コす稜理　 しめしπしご手圖名
ド共一酸ホを・柱化　愛ですこるすいなし版閏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ水他門をノK見状學　に駆る本るか漸中器
銀国を加エすの的　事文探物にら次藥§

fpる煮、γ質に　　　　　　　　　明す稻生軽ん進入字
液氏硝沸ゼはし　　にるを理れか捗の宮
ぜ試酸しン窒’て，　・しか捨的素思す時緊
1藥にπツ素臭　　特締て作よめる刻縮
ド賃上るオを昧　　　　　　　　　筆く、用り取ごに渕
。は解も1含な　’大国藥就藥敢共於ピ

ヵ。 ﾍアロす氣　　七ロよ野曝植爲々に

国争竜性ム容置　　賢りする方名線ぎ
モ§も銅デ易す　　の時る選法第他な
り｝着液ミにる　　諒既の揮の一ε、る・
ブ氏色を1溶も　　をに寧的通三相字
デ等せ還ノγ解漁　　 仰圖ろ効則・一混句



ある事て臼は為
る心理其ら四動
をしを成一時論
遅く探績、標の金
位；其・査のな：季線

し成す盗る節蛙
能贈る確，をに赤
はにのを得よi籍
す徴好期すb．に
恐す興し故て封
られに得に応ず
くは達へ一生る
四本せく年並闘塒’物す．ε　の朕般

め質座す蓋付現
季セよりるきも三
七蛙εもに亦
にの錐余渉．大
盤　　生　　も　　カ）　　り，　に

愈愈晩≧種鍵
を状秋ス々化
有態よトのす
せにリニ盗る
さ愛初ン期を
る動夏はに免
’へ最に螢奉れ
しも渉見んす
叉著り後で從

し同日同て　r　 し　　 澄む質有爵　ン
き一尚r一睡蛙　　　　　　　　　　　問なのす駅亭酸　　　　　　　　すz余
春寳ほ試毒の，’りは　　に、き大る性上盤
秋収淺験物如　 ．而精　　　　　　　　　　　向悲宇やのの化
のをぐをにき’。　　　　　　　　し・製　　　　　　　　　　　っ蓮、を研中重水

にす未塗る動第一下るゴ垂れ爾昏睡績盤

る

渉學鵠震・鵜需
用ト的’をなの．九に二種

凡を究他料の古ら鍋墨
　　　日を復のす原ふて生
游理　更蒐醜大然膿も

ス盤
ト懸
隔に
ン溶
の解Q
重し
量以
をて
言動
す物
も試
の鹸
なの
り用
　に
　供

を、再きのし一らを・
．報ひ徒厄てす生
の告研らに本叉す
す究に蔓物アる
るに研ひ質ノyこ
の着究溶はカご
期・手の慕如ロな
あす昏倒何イし
るる電畜雰ド
を、をを．しるに
信．霧中精化　も　・

すて’絶製學属
　精すし的せ
．糸田るすこ集さ

　なのる成る
　る巳物を無

六



ホ

ホ

ヅ

ス

酸
漿
　
の

化
．三

三
及
三
物
學
的
研
・究

七

宥り曲伸強くに意して動静を目　　 例出
血頭位展き昂背運下腹隔ピ注に中蛙謹上．
を部置し蹴面部藤壷遠国な射値等にを：質
：虚血にて擾しの全はの：又りすす大儲掲は
戟ひ復其運て広く鉢姿は撮れへなすけ卸
す漉せ状動奇曲・映上勢怠てはきるるさ・由
る画し恰を異を如にに慢随感益金腐る蛙
も壁むも以な話す接虚血意物観線量．は及
毫はる発てる撫る着する運は的蛙の其塗亦一
も床；死之面すにし此殿動’當異の比繁蛙
刺上募しに直れ至之並行は立標皮較をの
戟に　　りすこ慮のはりにき運減鈍な下は厭奇

　　息し」挾肢『運奮てな械ごを下動

動、冠の『轤ｵ戟端富士顧鋸戟を9心血
紳流障徐懸ををて蹄著髄を経Qをて
経を磯々て加以反すご富加る一立標
　　はに四ふて慮るなをふに五基準は画
調て＿　　　之肢れ直す能り隔る從直すご
た皮層をはは幹るは頭ちもひ至るす
其三二通弛一をのす部能其i欠0も
　　　　　　　　　　　　　　完上戸著常緩高床み次はは・跳第0何
・奮よεの状回上試て下す躍に二等
性りな屈にの高，み随垂し運安旧注

用

及
’用

量

に

直
な

る

等

差
を

．認

め

す

而
し

て『

毎
・同

多
、数

の



「

羅響鞭1季淑髪’

　　　　　　　のは’るを1　、螢∬比を
　　　　　　　心添余’反面蛙瞳む湿舌失
貯同同同同同午ド　・蹄んか射脹に孔も吸的は
　　　　望時・　をε多興の於の終は・面す
　　　　簾鼻　’ご加数飼鳥て縮に中品斯．’

ﾐ四一・一　　四間　　るむの性‘痺皮小は毒な．の
1・昇雰参1雰券券’叢誌．叢総差回霧、毒言穂

孕胎動後脊呼随ヒ．例確症例すせ入毒静初動高
鞭一灘灘鍬揺　實欺にるさ後の止精を度
　　　　　　第・なを徴をる暫初に々・螢の電工’他ピ皮動動昌

繋窪鐸灘毯一室総脇鞭誓鍵至
難嚢構霧．憲蓋群論讐二覧馨装

覇喉灘羅繋等多9の

犠靱琴・琴1．：　二’な・

蝉飛ミ『難月’瞼面し

而肢　　ろ・
しに　　の
て弧　　み
趾直

糠
器
上． N
よ側・、
り坐
刺’

戟紳
す経
ろ；た

建上
き腿　．
に1こ
播於
搦・て

をる二
亥中ン　画意
く毒○　梢上
る症6．活動
こ状＿．経の
嘘を琵　心酔
次駿以　筋少
のし下　肉・す
「如「早の　　　は　る　．

し三三　尚所
　必下・健以
　’す注　全1は
　死入・な是・

ん第見比る然に
ご一一る較もれ陥
なにも的漸εり
れ現後出次もすご
は　は　に　期不早．る
語る：散に走晩ご．
論る大恩ε死・き’
に卜すてなの．ご
愚直る逼り「轄錐
て’ ﾌを止時・蹄，も
は怠乱す’々を．試
脊㍉慢ごる結免み
髄随す．も代るに

2）1しる胸
ご≡其こ諭
す問犀，を
　．往軽愚
　々は展
　深さす
　大るれ
　なもは
　るの心
　呼ご臓
　吸す’は
　を　 三

元



ユ

ふ

ホ

ヅ
キ

　酸
漿
　
の

化
三
三
及
藥
物
學
的
研
究

二

二

　　’同　同：同：同¶向：牛：
　　　　　前
　一　　　

〇’

　’1　　　時
五叫三・三ご一
’吾券三管券券實：

　　　　　　験
口安ヒ動四面例
緑静ス物肢物ゐgにトにの；IP．
埜をウ．護鋒駿笙

に皿0獄総に二藍吉重言諜農

一鞭諮灘．金

々側　　　状つ及難1・ll黒髪

言行　な・な山霊な　　　ろ　：堅1、
一纏・；腔讐日

．戯し砦
ミ註’撮
垂讐　謹
難・．ll

葬
薩

鍮

俄　、
蓮
動　’

　　同同’同同1同：同同午ド
　　　　　　　　　後

　　　　’時　 時　　 暗
　　　　　一四二五三〇
層蹉・雰碁雰三指雰券實
　　　　　　　　　　　験
’　前前轟轟他軽呼自ビ例91
　試同同側臭動・度吸かス・
　験直　直税的ののちト・
　霊聾．震軽重弓手㌫笹

・馨蚕奮里馨等
傷蕪隷大・，

　ヅ　筒＋

1・

癖袈璽奇馨等し入
盆『

5二

圭

柔

輩．
す

煙ての的．異にO＿一・
露．塞寝』 ?ﾖ欝6・1
出濠端にくし霊金

、肢よ感
にリ傳：一
の電電
み戟氣ビ
顕すの・
著る弱．・
なに流
る刺々”－
強亀屋
直反て「
な射刺．・
機ザよ諾
すしす．
　　る、
　’旨
　　盗；．

　　墓・

　　ギ
　　漿濠

　　動、・二
　　’愚
　　止三1

　　　に
　　注一．　　　　一　、　す五、
竪　・琵・．
籍

　々
墾．．月・・

髪　㌧＋、
牛

繕　・日・
’・膜

　以

　賊
　に
　る

1イ同

五
五
分

　　三々「
・試：腔i陵

　験か一す
　中開
’出．窓，，

　　す、．
’　詮1’・

　　富’
　　甑．
　　現凱「・
　．’存：．Ψ

　　す・．
　　る
　　認’
　　め　・
　　？こ、
　・リ



，

1

第

二・

同同同斑同、

　蒔
二　 四三三
募雰券雰璽

温

血餓露讐農毬

に1 O離勢慧讐
封・　に離職強反
　　緩三・戟き射す
　　慢0・な一銭
る’ ]謬．鞍壷
一・’　心感．る蹴
般∫馨欝長糞

痴響虹勲
爵　な以後以
　　見て．嘗て』
　　　る之に之
　　　々』刺に
　　　刺∫戟慮’
　　　背反し　　　寸・鷹須：
　　　　端た更
　　　　に認に
　　　　同むし
　　　側うて　’、
　　　後の：再
　　　肢みび

’同臥同午＝1
　　　　前

　　り　　時時．：「一一　 五P
．券雰1雰實’
　　　　　験

　　胸右1背後呼る後日随ヒ例
節i毅麺至難黙蠕黙
　狸1黙、埜黙す麗影第、
　　　　　　　　訣彊少〇四　　し経．に的荊

筋
肉
1：

攣
縮

す
る

見
ろ

當
骸
後
肢

少
し

く

屈
曲

・鶴露．堂
・叢記巽・寡、

」　　　■

　く動
　振な
　面面．「　　：
　すむ㌧
重る
　の1
　み
　も　　ア
　他．
　動，
　的
　仰1、
　臥1
　の、
．位

　に
　轄1・』

　す
　ろ
　も
　蕎
　位辱
　に
　復
　オ

髭巽曇勇蛙
的稀墜日
豊1こを慈騰

　　　　　へ同同・同：同：同同li

　　』一　　　時’
四　 三ニニデ』一
　　〇八・五八O．．五．
分，分’ ｪ霊分分

　胸，な右左呼昏三々
試腔見側側吸振動以
馨鯖霊薄薄整乏

　す．
　轟・
　動．
’働
　存　在一
　す

　　「

　坐電害悪ゆ
．欝甥嘆・・
．煙る廊溺1 ｰ・
、雛〕誓締
　側側謄躍著　驚　徒・り　嘲て　し．
．同、肢・脊刺　く

一　しに髄質其
　くの矩．すの．ン
・羅み皮ろ鍛
∵軸壁膚’に々　・．
　距直上爾減・，離々よ饗す．．
一一叢り・共
　製す電に．糎

1二

於
’（、

潰

すi

る．

に．

同

側
後
肢
に

於
て・
の

み
張
直

ろ

戟，強∴
す直　 一

るな
に嶺
刺し
堅甲
反縮
射の
・な強
し度
　に
　差

　認
　め
　す

ζ’

．｛

0・



　　　　　　に麻攣性或管をピ異　　　合・’
　　　　　盗心痺：性のはむ擾き魚燈　　ぜ試
・葉・議一欝雫・慧、額・二’塗『羅竺b醤

ヅノス爾に蓮を假．な身セ状○単一弐　 動　　トほ死動行睡しを二な琵　　　ε
酸　物第二存にを．ひ『の斯吊0しに『　　し
三無一夏，韓：鞭糊鷺磐，讐其畜

研にかもす動麻は’にを’：（⊇封猫
旧注に中る物部劉’動培○す等’
　　土壁・金隠毒この越動物加凝るTを
　9門門≒一難垂謬』墨継と環象
　・＝竃蒼　　得　心すし細腰の：’し6下　　　其
　　　　　た　・猛れ呼くi進如’・ぐ七の
　　　　　る　すは吸鼓し，く1沈五徳　　　般
　　　　　成　 る漸蓮．打歩活静乃最　　　中
　　　　　績．に’身動を行濃・す’至に　毒　蓮，　『難影　を　幾淺は．以蹴に例9在　　症

　　　　τん　實慢は醒な灰．ピの動　　親
　　　　　塗　験ε租刺6尾ン本物、．　る
　　　　　　　動な日露嗜『を，二物に・　に　　　　．第
　翌，　　一、　物り疾を眠振ツ，質は　　大宰　伸暢’　表『，に途豊町口揺・トを注
　．悪1’　　滲’於に且ふ唇’しを皮意　　 に

　　　　　　　均物長き上国旧注き　　　よ
　　　　　　　しは往はに運・筋入客．　　く
　　　　　　　く一々失接動皮す観　　　相
　　　　　　　常般痙調・しを回る的　　 符

〆



、、

を動
綜物盛
合に上
．すはの
ゆ面前
は等．く

本注置
物意京
質に鼠’

同’同　　幽F向祠同〕午

　　　　　前．
・＝l　l一δ
　時　　　　 時
　　『五五四三．
分

　「．　　♂

　　　　　、r

多選券三三
　　　　　　　三
三自　’］前自，ヒ．．例

の値に一三鍵．翻同轍．・
．駅誓、歪墨羅謹聴謹1、
注ぎて》
射客は’
に睡夢．1

由的量1
う1異一・’

確立○
實．な琵．、

なるに
る症付
亡状き
死をヒ
的呈ス
輔せト
蹄す．畠・

を而ソ
嘉し○
　　　　ぢて○
し・多五
む数琵・
・るの以
に實下
足験の
1る油分
最に量『、・

小由に
致て於
死之て
量れば』

bをi隆の一し●・
直取々験箇て＝：

輪回1・撫裏

　　　刺みて一　・響・捕か

に認’戟て恰1　一
僅ぴ藁葺義・．1琵
存．　．ふ‘々顔．
・奪．・解語《＋
，羨㌦’鱗蕎1・呈

9『：噛・・耀難∵＋・

　　　・馨馬尾＿旧
　　　す・尾こ・
　’㍉　・、る読ど亡

　　　翌翌数1∴
　　　ミか吹・．，
　　．少・にな・．・．　一
　・　　H拳・振り　・’二
　　・．に揺∴　．∫：
　　　しす

　　；耀聴這
　　　以b㌔　．　、：．

　‘「1　・1

　　巳
1

．〇九八七．六五四三二．
　．・「　　・．　　　＼

：

・一一 O二：九五〇〇此
レ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　コ　　ロ

’O霊五〇六三〇〇五

，O．・00000006　コ　　 　　　　　 　　 　　 　　 　　 　

一㌘一一〇一一・一一
㌧二・ニニご・八．五一ニニ

・’

黶f黶Z・一・OO一：一一
一九八九一5門内　1∵　 ’三八　　六

同顯同難聴謬
1’一�f、．1灘．唾
　少一叢叢・1禦
　　　　れ　　　活
　　　　ろ　　　淡　　　　．の
　　　　み
‘注注翌霊．注翌同翌．注
’λ、λ朝朝『’入朝　　潮λ7

．、後　後　に　死ユ後　死　　　死：後

1死 F∫死　響　釜

四

＼



■

∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　も・：も…な勃㌃は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の・一’く∫質』早

、，誓－ 凵@’競婦選㊧景．
ヅ　　　　　　　　　　　　　、　でを’殴量に
・姦・同卵洞洞同同濡同轍・實、繊・嬰雛．

篶合同ゴゴさ五’向鳶同晶駐砦荏馨．篠

藷講・寡∫欝罪霧・第巖：焉驕讐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．例『なの京一　　　　　　　　　　　　　　　　六、及

　　　　　∴馨　憲．　　宅．　　　　る・ご，．ご本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　峰
し　　L

1

●

／

／



＼

じ

於終るソ分前頭に
て了時は事後を至本．
三号暴脅蓑雰霧轟叢．‘著薯

的二て0・里督し問例
　　　　憂日i致：0にし次をに『
化問死卒しナこて．正於
な鋤的琵てる．四球て
し物分即’艶事Oに見
　の量ち犀歎分測る‘
　一に致しは、早りか
　般比死最合を知事
　し組し量絡計経るく’『

午’午午同同『，
前前後

考同同同

　　　　　　　　試態食同三物・す状同旨姿態大のの肖る能’動瞼に常5、にに
に約約一頭間は物歪舞’銘霧舞「鑑親
注一入頭な・にす厚
意五分はり：復而初
を分一・未≡堕すこし！の

彿一にだ内二て笏・
ひに野羊車頭第娩
すこ相當膜初を二は
る當すにの一分．回・余
もする被一娩注か、．
踊る分包帯し平館
等分量せ’の一すこに宅
の量を　ら　み　る・於中

獲iσ注る漸かてに・
化O’射本次之はで圃
．を．一　し試．：登よ注’從’

幽翠次瞼育り射て
めをてに生二後ヒ』．
さ注一1 g長七一ス
b射・節用し分時ト
きせ’馴し四時ニニ』ロ　　

叉　り＼間∫紀，懸章十　ン

注而をるは一分注，
射’し経ヒ登頭の射
＝部て過ス育を問：後．
位試　し，ト　不即　に分
に験．た二良ち二三呼

九〇・四・同同・同同同同
時時．時・　，一．
　　　五四　四・三ニーr
　　　五五．三五五九
　　　三分　分三分分

常磐’前平動着症前前’盟

　　　　　な一檬租　　　　　熟㌃の丸
　　　　　　駿亭ろくのろ々　中・．三塁
’酷蓮・盟ミ愛：．夏：・・にし
な動・重こ護　 に．’畠あ前
し・活・・一うし　一．1
、漫五な之　頭
還写し子等．．
・騨’ll・1

異　　 め　に1’
’な「　げ（　未　’
．ろ「、腹7二一1
所　　壁　羊、
な．　に　膜一
　し　　 抱．　に
　　　擁・包．：
　　・す　ま・
　　　　れ
　　　　育　　　　極　　　　め　ワ
　　　　て　　　　不
　　　　に
　　　　し
　　　　て　　　　胎　　　　盤　　　　は　　　　胎　　　　・見
　　　　の　　　　腹　　　　．壁
　　　　に　　　　接

り症
頻
・リ
に

反
覆・

　し
且
つ
膣

砥
略
す
ζ

顔

，毒

リ

〆

四
四

5



ホ

ホ

ヅ
キ

　酸
漿
　
の
化
學
的
及
藥
物
三
三

究

五

好に．：に．下行娩・
ん　．擁於　をひ　の　本
て・護　て　交　すご最用　　．、
喰＝せ亭々　ゲ『初「験

ひ．しす内皇猷に
運めか方ち最於同同洞同同同
動すと如に動出て

灘商欝欝難繭同同，
　　　　　　　　　　みに大歌．じ置け動斧三五四四三
を醤謹書農霧島美赫募赫
其程．胎腔々同合分

・第第三ロ
コ　　　　　　 ロ　　　　 　
日日日i欠

同同．午午午
　　前後前時’　　　　　　實．
　　　　　　験㍉同八七四九　時時時時’間　例

六六〇〇　　第爾分．分留
　　　　　　七

　　　　　　　　　　　更更更再再機胎粘震動ヒ
状時’見を’腹を計のにににひひ械兄液器物ス摘玉
露間を強壁除痴愚覇繭編齢慰　娠『
毫の置くをき頭類測器認継雛6．南

てを象伸硯断
與螢を候中績
へみ反す分属
すこすこ覆る娩に
るる　しεの産
惣もつ共登曝
露のっに、作せ
或は上下遡り
は之記腹ひ而
殼　．．を　實　部　笏・　し

粟親、験の娩て
を鼠例爾を’分

の・止・盟一す
後1 ｷ々呼、　動
吸　 揺
遙　 す
止

’1．ll

動　 i誰．
遇　 し

1’ P∫

の1．す、

毒2倍

重

三

五

〆

／



す調て胸．恢泳れは研蹴は歩．『に游すき∫’
る君津腔復蓮ε注にも左ご行温血郡一盛家　．
罐．欝欝蓼耀讐ぞ誌雛菊擁1・
すこを氣展こ行間瞬ヒは頼み9きを入登膿・
り、露のし・ご二ふ凄1時ニス1一ふ一ん・症管後せ：重1
由1．出寒心．あ稀．々動　ト乃而．ご朕駿動す一
之し流膿りに．体物．二偉し、すを呼物然肝
観之をを．ε＿は憩’は馳「ゾニて『る駿．吸．はる　に三
遍を一章槍！錐無調後○時．多照す蓮9暫に付、二
中切ひすも』の在－弓．∴：間；敗『遡る動時少き、
毒∵墨刺る如如し早出のの．肢’．こは亡し『ヒ家
のし戟に軽きて張を後面・の嘘深奇くス旧
邸てす爾分症其侭血全’験』運『あ大’に用トに
期末るほご量状、朕’呼寒く例動b．にし量二三
に梢に捕：にを恰．吸内百中は時七てをンす
於噺横動一毫経　も’休『に・馬弓意をて常・増（；）る
け．．端隔の1て過∩止．注すにに工事位し0作
るを膜．現はし1菖の．入一・るは從て々を9三用
動’琴毬に・存’一襲横・ま，状す：を一は動；其保○琵．
物戟1ますく臥こω態』る，見出さ物激つ五を
のす著㌃るは’慢．莫に・ごた梱る’はをも’琵’耳
当るし：を，．呼睡∵2’ ﾃきり痺．も假．増須歯並
緩にや紹吸の走るぱ然のの睡加里上艀
．性該軋む1遇魂呼・も’中れ下ののすにを脈
麻紳野立』止を吸一骨＝毒‘ヒに如1状稀：し転身．
痺経を：て・の持現時のも死くを．にて射に
並の登無下績象’ ﾉ」進，禽の備呈は位す注
に分す隔にす・に．∫し’行’ほ縛躍1す注．曲れ入
呼布る縢死る酷で亦∵少蹄嘘試射位はす
吸すを淋『にこ似自国しをし’、み後を著る
運る認纏．終εすら9めく取．て．に横取明オ
動認むを　る墨流呼て用　b．或『後面　り　な　き　．
の肢壁心呼時肢吸迅量：忙一は！肢膣直る．は
遇に大臓！濫獲に廉直をる・右を位肢中油
止は腿の休には動に壇も方捻をに毒目
す痙部側止亘軽をししの・．に’挾取、は症に
る’ ｹに傍國後b度管て髄あ倒㌧すめ‘謡歌値
はを於に直緯のむ多重り＝れ1れ直度をす
共登て於にに游然く・一ご・或・．は1ちの螢へ

西

六



ホ

ホ

ヅ

天

1酸
漿
　
の

化
三
三
及
藥
物
學
的
研
究

四
七

同格
　前時

一商・

＿壁　實
’芽室欝

　　 @ヒ

所ス
に、ト要
言轟
息ソ
し五
て％
一常理
位四
な重恩

論罪摘’
呼一一
吸1瓦

1茎

鞍
　葵

　箋

　糞

1．

　す「

第
九

家
兎

燈

重

慶
九

一
五

十
馳月

二

十

二

日．

同　同　同　同　同　同　同　同　午

　　　　　　　　後時

　二　　　　　 山間
　時　　　　　　時
四一五三・一
〇〇〇〇五’ l聖ー分分分分分分分分

實

験

例

　常後呼前ZF四髄蓮ヒ
　　　　　　　　　　　第試位肢吸玉臥借着動ス
駿墨翻麗躾よ摘八
止ち挾安物の泳に調ン
　て的静の状蓮倒しO　　　　　　　　　　　家　室　　束岨　　に　　但研　態　　動　　れ　　一（　　二

選書薦軽羅1藝兎
藩鹸馨羅讐馨’蟹三思
1寸’ﾖ潔義灘誓　議む甕馨警薔寒樹・
㌫書リ．齢没
逃　 に　 ゐ9す能O
し・直｛念呼’1工五
て　 ち　挾乱す1瓦
器　 に　す運擁な
．7二　頭　る動て右
　　　　にに馬丁出　擾
’（　す　起稽’穏上
す　 る　 立．々ミ殻
　　も　し疾rな静・
　　遁・蹟遽リ脈
　　逃　践且亭内
　　蓮　 建．つ臥に　・’動　 し深位注
　　　　て長なλ
　　管　 歩な保す　　ま　行りつ
　　す　 前　　　・
　　　　す　　　　る　　　　も『
　　　　問
　　　　も
　　　　く
　　　　ひ　　　　亭
　　　　臥
　　　　’す

重

二
研

十
月

二
．十

一
口

至．　に
0・家中　

一兎椹
五に・性
屍墾｝の

なし諮
り血痺：

竃管に
す内基
　動因
　暖し
　にて
　よ末
．る梢

ヒ憩
．ス経

ト及
二横
ン紋
の筋’
最自
小髄
致は
死一叢

量輿
はせ
動さ
煉る、
のこ’

瞳ε
』重’明

一ら
肝か
にな・
付『り
き

0
‘∴

二・

乃

／

1



」

、

’

．第・
＝，
日．

．第㌦Hl：

ズロロ　ロ　

日次

．午：同午午同勢午・
前・前前・・

　．この
’同一次
驚・i；：しにに1：目同

　　く相思
　家當は

　　　　号す試
　實・ ﾚ『粂琴

　　　・もを物

讐鰻護雛繋要集

眼．同感『・1苛：

’．

K1山一…1＝両．駐　　 堺赫雰∫
　　時時時時・　　　　　　　　　　　　0　0
驚∴蠣：・．笙渥鰺奮婁ll．講欝
案．階留翻霧謳6せせ資糧’膿雛隣
完鐵．し　b　’電にトーのF摘
　　　　　　　　　妊全曇”アこ試呼　し・注噛昌周蜀
騰・存藷霊姦、昌6陰、’娠

垂：難ll欝1雍・賓

て墨書個な腐ラ異　　　　　　重弾弓rろ．見のろ’殻ズ檬
讐桂義霧嬰寅象醜．
髪難鵠讐しふ・脚付個：
　i毘・物攻
　ゆ．・に容
・∵即上し
　ち濃籠
　死にに・後・逝；に

二誰1聖繋
1「’

竏黶X
・・ ﾈ・壁上
∵綬・状す
．過・態
でし∫に
　ナニ平
＿ろ「常

　も電
　の．異
　ミすよ
　思ら
　握す
　す仔
　内兎
　一の　頭．皮
　に．膚

　　に
皇遵灘、

潜す0に

ロも

・五’

○．
○

琵．

好　一三
ん　五坐
で　瓦す
．撮　 々ろ・

喰、右々
す　側認．．：

1善む
単　脈
常　 内．

に　 に

異　 注
な　λ
ら　 寸
す・

「十

圏月』1

十

日『層

　しる，め

む家て
　る、軽少
：をの：量
一得．血即、

購・姦

轡募

．：直し置心す泳ろ
．量重壁名護藷「美

　運転轄．穿槍響・磐

：磁器離直チに方
・・
齟ﾟδ爵髪・病．

轟轟製讐醤

　　　鞭．1蓼

；　、

四二

．八・



ホ

ホ
：ヅ

太

酸
漿幽
あ

化
學
的
及
藥
物
學，
・的
研
究

西・

九

ナこ忽復；・；能進もこの位こごるに
るち：し嬬の行爾ε経置ε㍉な症内耳
後．喜少鮒減中●可な　過を　あ’し’朕入朶
1ご、セ時，ド衰勢なくすεり呼ビしり大
あ腹安ゴに下りしるれ往吸上其に
り三塁ン．よ　の．．永馳て幽嫁　は．々．’は符状．．し　：．

εにののれ怪く呼共．四全少合∴態て
す’蹄忍野る、轄搏吸に肢重しせ．を膣
　る、態量な状動艀麻に・にくり観：・重三
　而ににら’四強．止一痺は軽．疾即和約．三
　し在よん墨髭¢レ痒銅器速ちいす・叩
　てりb
　全やて
　くや幸
　健あに
　全りし
　なて．て
　る生り同
　のし復
ジ朕くに
　三品赴
　に行く
　復運動
　蹄動物
　すをは
　る罵声
　はむ臥
　毎るの
　次も位
1』舳

b里置
　る1動よ
　・動意り
　作の漸
．の如次
　雪ぐ．腹
・反な臥
　覆らの
ρ’

ｹす位
帯らし置
2れ；でに

　　　　　　　　　　　　親
里むすこ状度の随埋る五h�c書
・意・而・め賎，な振一樽入．に十三　歪髭．

蕩讐嬰1葉群鍵．奢警’『・異
の坐・る遍泳呈匿脳症す封㌧存

”且経る．呼鰻を．碓末大の一’蕩
’不，は呼吸’す経こ　の’膿一号般　　　た
・正呼吸はる’ちな如に犬現　繕
確当三芳をに）き於を．象，落
ご　艀止慢罵豊津　は　て　得，　：・．　の

な止男深むひ．々啓前て，庸
三鱗茎黙躍孚’芒鷲・、：裏
の　電『に’不後の　は　室＝於　ヒ　．　　薯．

；：．欝濃’臨接嘲鞭藩昌撃
は奮す9ε於をて潜へ昌：　譲
恐性⑤なて取恰匿乾ン’．　ミくをに：り然る」もしる（；）　　，：モ

藍有心伍しに眠禮か四　蒸．
大す臓に是・至れ　を如晃　　　　1二
謄　頑　は　嫁　よ　る　る　縮　　く　．を　　　　　幽曇

にふ精痙強固かめ家耳　　’る
於に弱攣前，姿如て兎殼　 ：ミ

け中しを記斯く出に静　　”干
る　毒　ピ　俘諸かす　る．於脈　　　　　し

．機の錐ふ症1るるこけ内

／



　　　　　第
　　　　　一日
　　　　　E
　　　　　　．次

同同同同同午
　　　　　寧時實・

　　　　　　　験．
壽　．’七三例・
　四ニニー
　五五〇〇　・第　’
　：分二分分

好画聖臨幸ヒ
ん隅棚ん誼ス．

盤編機摘入
隅居め護如γ
にし型物くO
歩出々．1二風連　膣
辱手璽嬉禦栗．重
之之しん時．五　 ＿．

なな全電「々％　　 ・　‘

故整身す低溶要・六

三軒毒す錘＋
に時

評
賎
騨
のi逃

灘
編
饗
甦
髄
誕
芸・す

琢

く

も

亦
直
’に

室
隅
1こ

図
る

入
す

月

十

四
日

同　吝

き豊
田　 分

同同同午

。　’

　得す嘉保呼秒呼ヒゆ
　睡る吸ち吸
試すに静7二其；台稽’ト摘
回る同止ろ鍛方々昌
霊鵠羅武最盛歯蓋6

驚叢誌箆・藝睾蟹
　馨．姦塁褥留霧δ　四

更蒙震灘叢騰要．璽
づ・ろ．経

鎌実
はな曙
三舞
等　露
骨重
し　之
・（・々

聲蔑
の　 装i

駅　 置

警窪
あ　 軸

り罷
　　蓋
　　馨

　　霧

　　叢‘

　　覇・

　　戟、

　　　後時　　　　　實・
　　　　　瞼
　　　r間例

雰筋雰第
　O　　　　＿．

　　吸ス

　　　　　犬

講馨

襲

1㌃

ノへ

○

十
月

・二

十

四
日

●

　三筆常
　肢内に猫
　‘の　た　皮・に

　游．下下於
ノ泳、入注て
　回せ射は’
　回る法一←
　は場に般
　之合よ現
　をのれ象
　認如層り　を
　め　く即観
　旧領ち察
　は．症干す
　す忽画壇
　　　ちに　く

起依興
り　り物

曾ての
ちヒ血
経・碍管
．過ト内
せ冊子
さ　ン入
る　をは
の與・；勝

差ふ法
あれ頗
る　は　る

の上’困

み蓮難
而のな
し症る
て歌か
中を故
毒登に
のす三
戸る引
過も質
中静も

　
五
〇

圃



ホ

ホ

ヅ
キ

ビ　　
酸
漿
　の’

化
學
的
弓
藥
物
三
三

研
究

星

　　．・へ　す登量
　　τ、し図るすをヒ．．
；其，其其今’夫．も二’る以ニス・，、，

　　　　　三門ー・左1爾にてト
　　　の血ほ・至「行二
末心血順・歴掌るふソ
梢回歴序の臓而．εば∵∵第、・

其管用験以降末ては系r
旧作試を下及し’き本第』 l∵、

一作
　用：
塞∫

試1、
験

　∴

　　て芯梢遙血統回章
．：．、夫搏血煙座に
・ト芝譲．籍雛誓悪．．雀．

　∫を止劃係降て系
、．精は一す’はをは統豊一「
　．．査血る後速撃1二論’
　　す管・作平ナζし・於
　　へ中用述すきけ
二∴　き椹もふご影る
所・ご．之る『同∫響1’作．．
あ　共　に　か時rを’F用　・

らに髄如に呈’
ん心俘く聴す
ご嚇す血搏即
すのる管のち
　麻も・韮匡緩少　：．
・痺．の動徐．量．’：・

　をε中なに
　画せ：桓る在．
　因さ●’のをて
　ごる早見は　すへ’作遽：．血
　るカ｝ヌ，に歴』．1：
　こ　ら　髭は』の

　εす影心’上
．疑

ひ

な

か
る．

響臓昇
すのを
へ衰示
し弱し
εを大．

．i塞一
言

午同同．
前

　’九四
　時時
　　00　　分分に之　　 認記
すな　　 むく
．剖E旧習ろも

．． 氓ﾉ吸・瞼こな
　す雛静な電・く．
　るろ稔嫌なし，
　にろ脊つして
雨た髄呼　前
　肺見の．吸　後
　ミる反疾　肢　「
　も　射速　共
　に　健に　1＝

一一

　に幽．・．　な
　愛　 層‘

　状　 ㌧・ ､

　な　　　　四
　遜　　 ゐ肢
　見’　　　に
　オ　．　　游
　る　　　　泳
　二　　　　蓮
　s　　　　動
　能　　　　な

／



＼

　　　　　　　　　　’　　．　．・’　　・化を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：を経動

朋鵬聞聞同聞同同朋闘同勧窒．譜1
　　　　　　　　　　　　　　、　・　・　　グ臥ウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　」間ラ　四・レ，

四四四四囚四三三三ニニニー一一一・一
九八七六五二八四一．七四・三八四三二〇セ五
分分徳分品分分分霊．分二分三分分分冠雪分

　　　　　　 コ　 リ　 の　 　　 　．三二丙1δ究実実皇2

　　　曽

写11i－ y琵量毫

血血血第血
歴塵塵三璽
自に急同の
ら零激血昇
徐線に管騰
・々に低内其・
’に近下注頂
昇くしλ貼
騰下てヒに
し降．搏’ス逮

弔し動トす
動呼、な昌
な吸算ン
始休す0
り雛去
　欝血
　整

　す

血

再
ひ

上
昇
し

忌
む

　
8茎…』杢巻：え』．

、

蓋三三巽奏

　o

第1

同

血
管
内

注
射
ヒ‘

ス
ト

ン

〇
二
1瓦．

回
歴
徐
々

巳こ

昇
騰
す

時　フ肢タ
　　イを1．
　　ン■堅ン
　　燃縛ξ・
　　煤頭五
　　　轟藩士

全全曝指塁沓

　　　）回し溶
　　　　せ左解
＿・ ?ｵ超し藁妻美1む灘

．∴鷲　を管
　　　　　　露：カ．
ミl

ll

馨

摘

要

與ク
水　1’

銀テ
’マ　ノ1！

ノ　を

メ介
　1　し
：タ　て

1　胃

に内
連に
結注
し入
血し’

歴三
9の時
鍵』 ﾔ

空

乳

例

第

家

兎

重

重

共

五
〇

〇

充’

十
月

十

五
日

、

聾

’一

1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實
　　　雰鍔置旧参配置昇雰三晃鴇．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　血を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　厘水第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　計溶・一
　　　　　　　　　　　　　　　　墨に腋・四

一辮998杢1蝋全1三二寒・家
　研　　　　　　　　　　 ）すし兎．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之

’ホ

ホ

ヅ

キ

　酸
．漿i

　
の

化
學
的
及
藥
物

、

善
■二．

　’　　　　　　　　　　結
　　　　　　　　　　　　　　　合ウ・．
同同向．1司：同同同．同同同同同．同午　　し・レ

　　　　　　　　　　　　削時　　　　　　　　　　　　　　　左タ
　　　　　　　　．　’　　＿　側レ
　　　　　　　　　　　　O間頸ン
＝一＿一＿＿．　．　時・動二
一　●■一．一　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　●　．

δ盤呈δ三δ

血

徐．

々
1二1

昇
騰
す

脈
波’
正
し

．第

局

寒

．窪

，．

ｪ
蓑

蕪

。

歪

；

〇

二

）

　　　　　脈
　　　　　4、馨

叙躯1只．き
　　　　　琶

血一

歴
上
昇
し

脈
波
整
然

り

々ヒ

富
・1ﾏ夢摘
　δ
　護

　塗

弩’要

　§

　姦

　獲

を｛澄¶

胃二重’

内二
に肝
注’

入
し

二十
時月
間二
を十
六．六
て　日
右
側「．

頸
静一一

脈

に

注一

三
針
を

．同同同同同同同

蒔1射
　五五五五五五
」’九八六五四〇
三分分：仕分三分

　　　一三二四
二四八四八四〇

六九九〇〇七

試・　下下
験　　腹腹
中　　部部
止　　の歴
　　　塵迫
　　　迫に　　’
　　　解俵
　　　除り
　　，に血
　　　よ屋
　　　り昇
　　　血騰
　　　回す
　　　、：再れ

　　　ひミ
　　　下も
　　　三三
　　　す擢
　　　　に
　　　　其
　　　　数
　　　　増
　　　　加
　　　　冠
　　　　す



、

　入に　しをを
　の依氣無行グ’
　．便　う　管　血　ふ　レ『

時ピてに的にタ
　供養はに先1
間す．化T切だソ：
　　　を・字取ち五9
　　　　　　　　　　　　　描．状 し下・0‘

　　　爲氣他動琵
　　　せ管の部を二
血

最
高
　
粍
）

脈

建

O
秒
）．

呼
吸
筒

占

摘

要

しヵ目を水・
．む昌的弓r∵
爾　ユの虚無
ほ1實にO
　　レ瞼澹蛭右

側を用ふに．
裏戸に・て溶
静入浜切解
嬉しす開．し
・を　て．而　し1て・1

「露ジ罫’して：胃∫

出塁て子雄
臣磐麗1
静ム　　　．側一圃入l
l賑プ頸：聾し・1・

カ1・動を㌧約
一叢ノγ脈易宙；』．
’テにを出‘時・
こ　連　水　し　間∫

・擁讐欝
　　　ノ小』経・挿キ
1入兎～腸て
しグ1の固’
　　ラ転置定・後

層時フ1片す
藥イに約本．
液オ連五三，
注ン結糎瞼ム

回
歴
呼’

吸’

合
併
．試

験

實

験

例

第

五

犬

翠

雨
．四

』
ノへ

六

’0

十
月

二．

十．

七
日

同同同同．同．同同同向．同：同同・

　時

　　五四四四囚・三三三’・三・三ρ

四二〇七六五〇八七六六五
分分旦夕分分留分分分分．分

　　　　0　　　　　0
　　　　秒　　　　　秒
　　　　　　　　魂
　　　　　　　　三

二孟宣莞天三叉酉ビ盲lo

　・

：瞼

　中
止

八・病蓋ゼ細三陰

下1下呼呼血9血＝　第血
器懸誓’窪額難・商回
歴大討一々ω激　血上
募：淫書會鼻終欝嚢

五1

四…．

’



ホ

ホ

ヅ

キ

　酸
漿
　
の
化
學，
1的』
・及

・三

物
學
的

研
究

．五

玉

ゆ

　　　　　　し
　　　　　　T　ウ
糊…同価二嚢・ガ

　　　　　　管1
　　　　時間をソ
宍－宍1孟霊層冒拓芋官
選1夢竺舜　入○・上
砂． @五　　　し琵　　例・
　　　秒　　右を
　　　・一屈側水　　　　．八二甑に・

　　　・一（』艀溶’

　5．　里左入
　　　　　）側す
韓齢蹉．、亜聖：

養馨讐津豊　．人魚．

鱗∫華三富覆

等等’塵仰
鍛顔が計臥

9，5’レ焔

　　　　　豊玉解
　　　　　　にし
　＿　＿猛．準．τ
一・、呈．・1．語「器量

　　　　　霧を胃
　　　　　）結内
　　　　　呼合ドに
、春翌　1’き輿　しn注

間長　〇
一　一　 ，　．

四〇．五
同旨ド天
のに　）
小至、な
’なる　：右
る

脈
波

描
き

つ

側
頸
静
’脈

内

に

注

　　に固
　1連定：要

　結し
　　すて
　　　氣
　　　管
　　　を
　　　切
　　　開

第1’

六：．

家・

兎

’膿：

重
●■嗣●

A

九：

八
五’

同属同同同同同同1 ｯ－同同職同同午
　　　　　　　　　　　　　前

　　　　　削　　　　　　一　 〇
　　　　　　　　　　　時　’時
一一 @　 ・　　，．＿　「＿＿五五
一〇九八七六六五四三二・一一五〇
分細分分分分三分：分分分：分・分分

　　　　六　　　　．秒　　　　．　．・．『

．〇三五δ…雪1．量茜1垂奎莞1天究天：

ol’ll垂1妾…杢杢δさ孟1奎・奎声

。直。δ主ヨ三天三ズ匡三三

試ア呼血
瞼ド吸駆
中レ蓮念
1止ナ動激
十
月

二・’
．十

七
－日

り遇1ニ
ン愚母
「・

0
0
0
倍
溶
．液「

O
孟’

血．

内．

に
注’

λ
す

　　第・「　血「
　　二’　墜”
　　同　∴上
　　夏　．・昇レ
　‘に　　　し
　　O，　脈

莫’1‘

1上

ジ

〇

三・

ヲー
右
側
股．
静・

脈
内・．

沌．．
入
ス

’



九八七六
分士分分
　　　四
　　　〇
　　　秒

　　．　　　　　　管ク
同聞同

　　　　　　　一　看1
　　　　　　　時間側ン
　　　　・六六五〇　頸丞・實
　　　　重分．分分　艀’○　験

　　　　0
　　　　秒

は　 　　　　　　 り
詫δ茜き．1異

　　　脈琵
　　　にを‘

一一 _注水
蓋宿馬
　　彗を○
　　　結漉9

．豊8豊鉛・1天さ

　　　　　　　　　）頸之
　　　　　　　　　呼線を

，＿ ?№ﾉ

吉語1．吾陪諮脈胃

呼呼血
吸吸歴
疾淺一
速衷時
々に下
窪し降’
してす・
”（導～れ・

波常ミ
長にも
’五復旧
粍す時
た脈に
示思し
す整て
　然上　な昇’
　リ』す
　　ろ，

　　見
　　る

達呼ピ血呼
す吸ス歴吸
疾トー波
遽昌定長．

里を内
）血に
　無血
　計入
　に二

巽6耀摘臨時
酒手琴．鱒

公頚

馨

善

要

経
すこ

「る．

後
鉱

管

切

開

T
字

例

第

七』

犬

膿
．：重

五
三

七．

0、

同同同：同　同同1同同同同

・四四四四　四四三三三三
六四』三’ニー〇九八七六
分量分銭分分上分分分

　・　　　　　　　　　秒

八七七七　五五三
二八四〇　八・四〇〇〇〇

呑き蓋δ・1合吉。。。

叢三「四四二’二』
〇五〇〇’九〇七〇〇〇

　　灘
＋　霊三
月　　喜
二　　 粍．
十
入．r　1

日

1呼脈描　血
吸戴寓　駆
・波た紙．徐・
三算面　．々
九測の　　に　！
塾し憾　上
　能煤　昇
　は不　 し

　す艮：　・自
　　に　　ら
　　し　呼
　　て　 吸
　　描　蓮・
　　窮　動
　　厄　 た
　　る　獲・
　　脈　・噛す
　　波　　．
　　剣
　　明
　　ぜ
　　さ
　　ろ
　　爲
　　め

、

呼
吸
蓮
動
休
止

五
六



’

o

ホ

ホ

ヅ

キ

　’酸・

漿
　
の

化
四
一的

及
藥
物
學
的
研
究

五
七

四三三三三三三主三三三
五九九八．七六五五四二〇
分：三分分三分慰労分分分
　霊　　　　七・・
　秒　　　　　秒
　ハ．の刺
　週撃．　　　　　血
三九＝＝三丙八三　　塵
四二六四・〇六〇六

　　　　　　　　　　　　脈棘
　　　．　　　●　　を経ウ
同同型同同業同紙同同午　血を’レ・
　　一ド　　　　前回歴頸タ
　　　　　　　　　　o　計部1
　　　　　　　　　　時間，に一に’ン
　　　　　　　　　　　　蓮於八實
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結て0験
　　　　　　　　　　　　す切琵例
　　　　　　　　　　　　　’断を

1九九最
四四高
　　§

　　　　　　　　　　　脈
　　　　一一　一　　　搏金ききき．8呈、蓋81全雑

　　　　　　　　　　　遷

　　　　　　　　　　　呼
芸δ郭壷三引三謂

　上、　　）

末三・呼　血血呼ビ呼
棺九吸・塵塵吸ス吸
噺分深　再試深ト波
端二大．ひ然大晶長
な○ミ　　　昇急ミンニ三豊力：　　騰激な〇四

響’ P轡・
髪

、迷　　　～
走　・

・継　　　　　　　　・

摘

要．

　し水、第
　う　氣に一
　管溶八
　に解
　Tし犬
　字．之＿

醤蟹
　を胃五
　舌内肝
　合に一
基斐

　潔し十
　頸二月
　艀時三
　脈間十
　に宇日
’籠
　針』て

　を仰
　挿・．臥、

　入塾
　結定
　　　り　紮爾
　左側’
．側の
　頸迷・
　動走．

同同同同同同属同

七六五四三ニー0
．分分分分牙三分分

　　　9　幽・一尋　」＿　一■畠　朝一の　一●一の　一　一

　二・一二ニー・ニニー
　四六〇〇八OO六

　き金金金全きき1釜

　量量・三量三蓋圏

　試　　脈　　呼
　験　　波　　吸
．歪’．轟　穀、

・　窪　昌・’
　　　　警箋

　　　　難　蓬
　　　　な
　　　　リ　　粍

1

〆



1：同．’同、「同同1同同同同同同同同同同同三三：同：同同：同．同1同三身

實：、

1験

例

第

九」

五一九七六五四三ニー『
分、三分分分分三分分分．

’時”・7・．
　五五五’五五五五五五・五1五・五・四四
　八七・六五四三ニ一一・OO　O六五
　分繰下分分三分分分分留．分＝分分
　　　　　　　　一　　四一　　　　二．　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　O　 秒五　　　〇’
　・　　　　秒6莚秒　　秒
　　　　　　　　　　墜

298奏iたδ染8δ・杏衝杏」渠i量美茜吾命；；茜豆i　δ．琶・｛．

三

碧

詮i「’・会∴き会金巻1巻盗88旧き八六九5四至さi三三金」　き歪1・

き

、ゼゼ欲去＝七六六六五・。。。三。δ三三三三三

十，，

丹

十
日「

試‘ ｬ
験　波
中　呼
止．・吸

　　定
　　す

．下
．腹
部
堅
迫．

脈1血血
　波歴・歴
’呼上昇
吸昇騰
共し、し
　に・（三
二其な
然頂ろ
　電黙脈
　しに波
て逡た
一す描
定　く
す

呼血
吸墜
蓮少
動し
中く
絶上
す昇
　し
　て
　大

　る
　脈
　波．引
薰X

　描
　く

呼’

吸
蓮
動
休1

止

服血．
波墜
振駒
幅然
習嘱
し浮
くに
大下
な降，
りす

血第一呼血第
・塵三定吸塵，ニ
ー同す少徐同
時血∫し々血
下蟹　《に管
鼻聾　浮上嚇
す・注　表革注
ろ入　差す入
もヒ
瞬ス
時ト
に昌
しソ
．て○
昇甚
三三

む

ろ

其
波
長．
八
三
を

示
す
血

下
降・
し

脈
波

ヒ

ス
ト

ン

〇

二

五

五
八

魅



ホ

ホ

ヅ
．キ

　一酸
．漿

、あ

化
學
的

・及
’藥
物
三
三

研1
究

王
九

のb八し窮し1’ご：，∵・∵・・一、　　　　　静・”
を此幽血動大上　　　・’　　・　　　脈ウ
?寛O三嗣聞同同嗣甲張簿

冠鶴＼れ属す與畢　　　 ・．r @9＿　射1’
し臓ε　に　るふ　し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿壁間針ン
第をも上εる†こ三盛回雪三二δ晃三宅．暮雪西　を丞
一’ 件ｮ昇共ごを分分子応分三分分分艶言延分　結〇
六　歴．大　し　に　き　實　　　　．　　．一．．．　　　、　　合　琵
圖計量’て：呼は．・瞼ぺ　・・、　，　・　　　　’　　．し』を

・・ yにを呼吸血例・＿＿一」・一一一一一一一魂右胃
鐸嬰騨難三三き1四夷き美δ1冒1雛

三界ご亦絶卒す　　　　　　　’　　組入’
圖座き1肩す急る＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿播・をす一

華・騰1震三葡三三8δ1呈1輪．
　激俄．．し屡降ト　　　　　　　　）にを
　愛妾甘々し昌　　　　　　　　　隠裏毒

　嬰薩謙譲嚢寓白白：∴墨　難子離’．塁
　　　　　　　　　　　　　三舞、i巽よ　：ζ　　　　　し、　廻をる持を注記『讐
　　　　　　　　　　　　　　　　　画廊　薩摩こ付与入．’養：’雫・　縫毒る：．昌嫡

　セな及を接騰　　　　　　　　 ！し



昇本
義毒
をに．
來よ血汐
す・り

こ血
巴厘’・
な零導線
し養（曙
以に
て近
本く
物下
話降呼吸
大せ
量る趣
にの
於時心線
けに時貸るア（ア秒）

血ト．

第一六圖，家兎盟重　2βKgJ

記標（・》　←）の問に於てヒスト昌ンー0・39々茸殻静脈内に注入す

　．，第一七圖　家兎盟重2，35K9・

　　　　寵標（→　←）の間に於てヒスト昌ン0，359な耳殻静脈内に注入す

塵ロ’ｯ’ジ諺起一て昌外戟心心管因るは登
のピ標1ソる八’ Jに　 臓臓壁はへ其す四
輪ン’なレに動参闇闇盆制自自＿し原るに
降　を　る　ソ．よ、塑　題　の　て　下　止　己、己　ご・顧　因　所於．

作虚血せ・b－實若迷さ禦系に蓉血ふ何のて
用　脈歴さ．前論　し走　る憩．の於・し管に　ゃ血本
に内向る’齬痰ｭ山べ．経山けく二二に厘物
象蓬警霧・獲器麺薯一国盆塚麗禦笑
走入沈に1ト九め切う曾し力管麻降や蒔量
紳す降就ミ参ア断市§くの蓮痺を之性の
経る隔て1照トせし旦は躍動＿誘を沈血
のも態行園圃ゴるての末退職三起四四管
隠隠を・ひは於ピ動豫刺梢＿経国す究及内
法時呈すこアてン堕め戟に璽の梢るすひ二
二にするトもを實頸等三三麻三三る眞入
し血三三ロヒ二二部数け走痺管なめ正に
く　歴く瞼ピメ與例に・項る憩含のる要低よ
はの郊ニトし撒の三三励下り

募

Q



ボ

委

弐

酸
漿
　
の

化
學
的

弓
三
物
學
的
研
究

三

か早る　か本官る．果の　ンしの完工　其
．．痰ﾌ際然を物悪［かし働故’はすこ抑奮呼血末
．1し曽・にれ断質鴨にてカに此る毒性半巾梢
く上帯ε定に⑰圭心呼野紳家作『をを・の瑚
はに噸てもし依罠つ筋一堺田』経兎用失施一三
　　　　　　ゆ僅・有　は　七　能　て．8．て　自　雪質の　に　を’は　す『時．か

か鉤’豫スは登蔑抵己鍵の一側本生さ馳に性毫
にビめトさすζ俄に舞注末物しるよ』沈，も
　　　　　　ミ　　　　　　　　ほ　　　　　　、に封ぎ入に質爲のり降關昇ン露千るる
騰セ出ソは血オ決す旦に作を、め鐙復を與
　　　　　　グ定るに際用與：になナビ幸すすツしの蓋躍る蚤準擬し上！し作号しを・ふ血ら・．低起ゐ
縮『聾・甥・・垂鯉一．講覆1駿麗：£・
む　て　置．，．よ　を　興言．さ．『基∵．る　丁に　す．前●沈昌一可　る　時に

る強き’う得’化倉る’く”も・駿も同撃ちをに非
にきナこ血さも琴可かの　す’の節せす見事ら
過捻る厘る紳→く將ごるに遷し次るしさ　　　　　　びき露坐の』・も’経・・霞乱すこ見’早耳煙む．じ之人る
丈．身骨虞の性互に所徹’歴ちのる．下れ．工こ・
實刺紳正’ご自の心謂・すのさ低も望事，呼ご
妙工経なす動二臓心を一る下の憩．ち吸明
例『ををる
第加切持
二ふ断績
r一 @る　．し　的・．

墾も其の
照血中．下
故馳耳蝉降・
に，は『 ｶを
此毫端；來
・際もをし
に上電終
於昇戟に
てすす死
はる，る・の
延こ「か輻
髄ご亭亭
になは・を
於き皮取

機説働臓至時をす「な黒血をか
叉　悪作　蓮　當、性　知一る　り　の　管　中　な

・は．道に動ご沈るこ今末運止’り・
遷せ亭亭す降可七仁平動ず
性らし経へはし著部か紳れ
零れて’節し實’實しの充経は
動爾はに而に，帯き爾奮の其．
機存「今及し一其例を’要せ中間
重し術ほて原第認にら椹血
何てほす此因認め埋る及座・
れ互：ノ影のを○乾てるひは
に　に　イ　求心原参　り’下や末少

蹄着払に臓駿照革製悪難し
せ譲ゲ因麻性　て紳射血く
しら1る酔心　 ヒ経的弓：昇
むすネ，も・作，臓㌃スをには騰
可從説の用自・　　　　　　　ト切中未し『
・き・て　．なは己　二三三把人



回

心ぬ
臓．
自

　Ab7．己

　z．に・

於11
け耳「し

る

　、Abz．
働

力　a
の

壇

：加・、

．第一八圖　家兎三重2，8K9．

RD・血　・歴・曲線1・記標（→’←）の間に於くヒスポ昌ン0．059

Abz。　零，　　線　々：耳殻静脈内に注入す

Z・　　時標毎一秒　曲線Iしに注射後五分よリ九分に於ける血塵及脈

　　　波勿状態

　　　　1て、や騰
三　　ニー三蓋「作若
・　、　　　　　、　、　驚

　　　　のし用噛三
三の血脈数一第
碧三管管項般一ヒ
壁　戟　壁運　に　に：入　ス

1直
接

の

刺

戟

中動串血・圖ト
に中て煙墾二
介櫃さ土照．ン．
在の’ Aる．昇ほの
す：刺へめ．幽幽
る戟し原『原量
末・・　因因に
精　．．を果由
血　　 なして
管　噛すて喚
運　　も何起1
動’ @めれす
涌申・　 はにる
経、　主存三
三’D，こす厘
置・．しる昇

んも「 ﾍ臓あ’の端

、け
　る
導
管

運
動

紳
立

中
椹

の

麻
酔
せ

　ら
れ
†こ

　る
や

ま蓋回る高を又最
すこし中ご感電大早
麻幽内野叉に流量疑
痺臓、に動達をのを
『に嗣冨・於物す以ヒ容
陥　経，て　の一る　て　ス　る

るの充呼か刺トる
こ末血吸或戟二飴ごr ｽの体はすン地
な及徴止術れをな
き其を後其ば投き
を他登屡以血せも
想の見々上厘るの・
　　　　　　　　芙「像末す剖には後こ
せ梢一る幽幽殆にす　回
し血’こせ騰ん頸
む管ごるすご，髄“
る運能にる中の
．に動は腹の毒末・．
足装さ部事以梢．
。ら置る内．實前回　．



ホ

・ホ
ヅ

ス

酸
漿
あ

化
學
的
弓
藥
物
學
的
研
究

芙

栄誉は迷　にるしはは一斗や管’正根
戟に血走若及賑く1’豊前及試筆運常．一を今ヨ脅・
す黒黒紳レほ管昇も記第－ ﾙ’に動な・・麻：・や
れて’を経貸す蓮進』’昇抱二の書写1る痺之迷
はヒ上し管作動す・騰水量成頸部’倒せ等走
二子’ｸ傷蓮用罵るぜ・ク．椎積、の，中．物、レの憩
塵　ト　せ　害動果　経を’さ　口　の’ば脈神亀二・め1事　経

は凹しを興し中見ゐ’ラ問未管r‘も於：だ理心
沈ンむ加橿て楓’た『こ：．1にすz運多てるを臓
降にへふの如のりせ睡開智動少．見家精制
し　よ　き一る　外何　践故∵あ1：を．．て・く．中　關　す之兎　査　三

塁り』に．こ爾な接∫二にり』附切、上．橿與・る・に璽三
二忍事ご罵る刺ヒ而與断謁のすか’就さの‘
は一厘i實な走や戟スしし．しのみへ予てる中
大のは　く紳・
且上之し経
緩昇にて心
急せ反・軍制
ごるしに制
な際泥頸止
るに、う下枝
を切實の¢）
以断瞼み麻
てせ例を痺
見る一第三も
れ二二断血
一は走三せ趣
ヒ紳契る昇
ス経‘照動騰
トの三物の
二末はに原
ン七去ヒ因
は断髄スを
．決端をトな
しを傷下す
て電害芝も
迷流せをの
走をさ輿ご
憩以るふせ
経て動れ・は

　のトててた疑にきく槍へ枢
　み凹馳二脊・行，る鮎止ご概すか若
　にン髄ひ動’をまこ一しるらく
　因に・のすこ物解らうてにすは
．・ 驍諱f oる・に決すあ告解年末
　もり梢揚慰すしる著歴み精
　のて解合てるてへなのにの
ご血．端・にとに与しら上抱麻
　は．座を比ス足平然す昇水牛
　断の饗しトら壁れ犯す’久
　定昇流爾ポさ及これるロ　，、
　し・騰を著ンる心もにをラ、
　能を以しをを臓固由見1
　は來て，か施以’．に〆とてるノソ

　さす刺らすても抱是もを
　る．原齢すに惣町水をク．與
　所L’配すし血hの作ク観ロ『へ
　なは『れて隅一用巡れラr以
　り實は僅上油すうはレて∴，
　然に丁血に昇、εる1血ノγ血
　ら延野上を『しをノγ塵を管
　は髄は昇來て免の昇附運
　迷に＾回すすこ回れ作鷹與動
　走存干るす髄す用にせ紳
、旧居1く．にか程を故だはさ経
　・回す署或度第にる回る中



r、

　　　　　　　　　後シ實
　　　　　　　　　右脚験脇オて因忙椹
　　　　　　　　　頸子例すき誰する及
　　　　　　　　　　　　へは明’るご末
　　　　　　　　　脈T第　き血せ働き梢．圭園≧茜細1蓋・i膿孟難き謬紹路
　　　　一　　．髭厘管　　ご上た早耳痺
　　　　　　　　）計ヲ家　な昇るの上す

　　’．．＿．　．一出
　　　　　　　　、、游氣
同同聞嗣開同嗣同同圏｣管
　　　　　　　　シヲ
　　　　　　　　タ切・
　　　　　　　時間ノレ開四四四四四三三三ニニニー一・
七’六五五〇六一六〇八七〇五五五
分分分、分分三分三分分分三分分・
五　二　 六　　　　四
秒　五　 秒・　　　秒
　秒、　　　　　　　　動製

血ヒ∴交　 ’左・　爾　一右．
藤ス・感側・側側徐卜・』脚∫・下　迷．・一下
々昌．経．　製‘走：　製・

魅掃墨　麗羅摘
奪三選．、言灘』三
五，・な　　　糎．に　電％　頸　　ノ　’於、　氣　・　．』』

逡琶畿∫奇；、’宣・「

　　　垂

一「 p

梢あ作肉．心
血る用自如’三
管をは皆野制
の知次の断止
回る項興定枝
縮、然に．奮・しの

にる於に來・中

δス走重 へる之見因に・　輕｝　　‘　　潤1．ニ　　　カ）、所　　を　　傲　　壷ま　　ヲ｝…

　　．経（5　ら以縮さ最る
　　　ヨ　一　交五　す．の変，’さ早・こ

　　成○　 も實ドる之ビ　．紳・．琵

　、及．十
魯、下’月、

　製二
　、紳十
　経’．．九・

　ヲ日
　．頸．
　部．
　ノゴ
　爾．
　．側馳』．』

　一；：テ’

　’∴露：‘・：．

の験可をを
　　　ロは｛列ら耳塞卸

血与す昇る
管三黒血に・
蓮：○り管足
動乃本のる
紳至物牧べ
経第質縮し
装三のに一、
置二末羅．
の参写せ；，
．影野尽す‘
思す管・ん
．ピ、るには．・

共の樹心・
に作す臓’
末・用る筋、

＝＝ー

ノト

四1．



ホ
．ホ

ヅ

キ

（
酸
，漿

）
の

化
學
的
及

葉
物
學
的
，研

究

零

六
コz

臥

固抱
定水
　　
．前ク

法ロ
の　ラ

如・1旧
く　レ験

右二例
側壁
頸を第
動一二
・脈五・二

を○
血’髭i家

座の兎
計．水

に溶膿
連液重
結ご二
すな三
　　し五
　　て〇
　　一予州
　　内

　　に十
　、望月
　　入三
　　し十
　　一　日
　　時
　　間
　　を
　　経
　　過
　’し
　　†こ

　　る
　　後
　　仰

　　　　　　　　　　左
同同同同同　同同午　 側
　　　　　　　　前時　　　　　　　　　　頸

δ　動
時間脈

一一一一一（・一一

響1δ雰券
　秒秒

　　　　　　　　墨連＿
。一』九八則美魂結一
　　　　　　　　霧す
　　　　　　　　）平家
　　　　　　　　　　し兎
　　　　　　　　脈
四引三昊魔観

糎右脈右血
試三幅後歴
瞼骨極肢俄
中騨めの然
止経て断念
　な小膚激
　遽魯なに
　かな強低
　にりく下
　曝血捻し
　「露歴乱脈
　之にす輻
　　　　大　な愈
切．々

断旨
し降
其す
中

椹
切
’翫

端
な．

電
戟

繕・

軸
距
離

五

り

脈
数

減
少
す

隻

よ

6
三

五

右
耳
殻
解
脈
に

注
λ、

す

を實
血験
座・例

計

に第

　．L・膿

。二重
琶1一
　　　　ミ　ン八
　麻苧
　酔．○

同同同一　同同同同同軽

壁響　繍
　　　葦

二六四三到習量6。

六δ五九淵髭δ。1

　　　　　試下
　　　　　験腹
　　　　　　中部
　　　　　．止構

摘を琵．腰
　施　　歪・
薯’胃’蓑

　　　日華
　　　　　　豊

　　　　　　曇

　　　　　　軽

　　　　　　　袈

血

下
降
し

て一

脈

減
少
脈
盛
大

ろ

：再脈

ひ波．
ヒ整’

ス調』
トな
昌保
ソつ
。，

二

左
耳
殻
静
脈
内
1二

注
入
す．

血

徐
々

1こ

昇
騰
し

始・降
喧～．し

　　最
　　低
　　に
　　零
　　線
　　に
　　逡

　　其
　　間
　　脈
　　搏
　　の
　　数

　　算

　　る
　　、事
　　能
　　に
　　す

血

俄
然
念
激
に

沈

」



1　　　．

同

四

〇
分

　　射
　　小九
三1 ﾇ時前時
　　三四
δ、食○
時間三分
　　．側輕實
　　三度験
　　動の例
　　脈〃
　八血孟二笙、

〇四面歴フ三
　　琶盛オ
　　　　にノγ家
　　三連ム兎
孟’里璽鞭艦
　　霧　膏

）

刺一頸動
戟O椎物
す時のな
四間腹
六感摘
三て緊
・○切し
秒噺頸
　よ呼髄
　リ吸な
一全露
五休出
・鶴龍要
頸ち血
髄に僅
の人少

・纏

・夢募

灘罷
灘塞
、羅亥
’ll塁三

位
に

固

定
　も気

管

切
’開

T
字

管

挿
、入
　、・

重

「
入
王
○・

十

一
月

左●
側

頸

静「
脈‘・

に

注．

日

同同同同同同同同同同同同　同同午・
　　1　　　　　　　　　　　後時

　　　　　　　　　　　　　　時間

羅．評馨夏　塑
　　　　絡の注　　　　　絡
　　　　ε遊～『　　呂　　血

。ゴモ1五δ1三脚三毛㍑藷
　　　　　　　　　　　　　　　§

06孟1’八六1巽美受天昊ll天昊i難・

　　　　　　　　　　　　　　　§

蘇・・苓

中の　 レ

止外．　ナ『

　壁　
リ

　よ』　ン
　リ　千
　腹　倍
　部　溶
　大．　液
　動・O
　脈　圭
毒茸
　塵　静
嘉醤
　ふ　 に
　　　注
　　　入
　　　す

血第
屋二
急回
激静
に脈
胸内
下注
しλ
脈ヒ
鍛ス
減ひ．
少昌
しン

脈O幅2．
寄・流

鉦

る

脈
波

整
然

口
幅
歩
し．

く『

小

ザよ

ろ

ヒ

深

ウ

’9

．〇
五

・ゐρ

右
．側

耳
殻
静
脈
内
に

注
入
す

摘

1要

：＝

盆
ノ、



　　にひての・胸．一しの．年層・．
　　暗唱．そ数理て事を績本．1
ホ赤々のを・を選・實、保す：物　　同同同同同同同量同
ホ色著牧増開国をちる、質
ヅ　を朋縮加西的綜；其＝場の

叢騎鷲繍．饒皇斐＿＿験至華盟

・及’め大ら号しる’㍽諱D1こに心・ご八’ニニニ＿二ご轟

写すを心きの及及．に’於既’
究．に減搏は少ほ．ひ於けに
　零すの搏量す呼てるり　　三五二亭二七ご五三
　　　　　　　　　る　る　容　動　例’も　吸　も黒白．’　、

ll騒蓼霧’課蔭麟．謹言翻尭羅罠

　進室すな一さ例．止併り　　1讐凪霊
　　報奮．嚢1・畿議砦，，　1募≡§聲曼
　　れ縮・の骨皮ご之、はに後．　　層聴胃蕩
　　は盆なむ下・をを韓国も1　　　五分ヒ　の間
　　　　　　　　　　　　　　　糎三ス：総に　・各’々　り　此際察按・吸．す心　　　　　　　　　　　　　　　のOト　軸ヒ　　搏困此際、巴せ∫す二逼、る臓　　　醤勢ラ．・露量
　　動難の心嚢・し、る1止、も：は　　　　　’距附0』に昌

　　ちはにに搏、蛙に！る康動、　　　　　　脇
　　、か常回し動の樹・等状．を

ζ



態1動こ心一　の≦つ來只にる搏に止にに
に三物ご臓此減ジ其’す其登1に動：全は辛心
∫於「時、をTな1をめ少の『作’も程現至Fを心次ふ室一
て問準き外弔す量用其度す剛る以臓第しに
もの備や：響き．る非強層 ﾇ’の此。・てはにては
常久し否に症は常大一朕差一機序刺弾延心弛、
に　し封や曝状’‘主　に　に輕．異化’レ載緩長室緩
著き照を』露はビ　多　し度．あ　は露野性　しの性
しにの惜す馴しけてにるヒ噛出懸瀞；其一の
き亘用むる秋てれ從．しにスし性止の搏静’
獲iるにる’こ何心は．て．て’止ト究のの搏動止
化・も　画一杞　ε　れ室．前．常・恢　リ　ニ・る　離歌噛動を期．

を搏すめののの房1態’復決ン1心乱態は管を
認歎るにみ季永：心．にす．しの臓’をに時む認
むにも心に節く’室’復・るて少の示陥にをめ　、
る学堂臓しに振饗す’め異量側すを歌書し二
こ！化に：の：で於張に協・洋種作傍ご’こ滞るめ
ビな心腎研巳て野菊9に期の・用’に錐のす斯往
なき臓究に　もに興野．亦現．を於も賜る　く陣
し．か露を、搏飛騨性　く速象起て逡心の　し房
　賢明響動しま静の・かあ’し翌に筋群て室’
　はのつのくる堅甲．なる・得スは自逮搏搏
　警みる数認二：ををるにる∫ト全巳に動動
　“．にに時をめε聖賢へ非量叛くに艀はの
　之よ，に’与野にすGすくすにン器ぜ止盆失
　をうはし．へ蹄に．る大即て溶械昌ンし々調
　－減て．毎若く因至、は’量ちも液的セ次薄を
　すは次』し　しせ　る　固：に少層大を“刺ツて溺來
　∵ぢ之必べてす蓋よ於思量滴戟ト後不し・
　にをすは毫んしりて’にに下にを時全機
　、過去÷心もは至重は於於す樹以に暖房
　き中方骨差あ毒所・撃ててる　して至な二
　すににの等る進な鋤はもこ其躍り、り1　弐．
　し放・心1状あへむ）の搏常き充衝心心三八
　て置重態るかε而生動には興す房室同
　・．叉すををこら写し掌典・一号性蜘亦の牧：
　心な露獲こすにてをの・標作をは．遇弛縮
　動ご応化な　搏’・ピ∫宇戸に用清一止弔す
　の’こせすし　動’ス1し』加し・迅失回す期る
　三二るる叉　　数㌔ト且∫をて回すの此静’澗



、

ホ

ホ

ヅ

キ

（酸
漿
　
の

三
三
的
弓・

藥
物
學
．的

研
究

職
．ノ、

、等

価同同午、，・　、．、　．同同同同同同同同、同、同．同同：同．同伺二午，　　　．
　　　　　　　　　　　　　　・．．．　　　　　　　　後時　　　後時

時　　時間
　五四四
　五八0
　分三分

／三三墨

権茜・翼

’實』

・瞼

例

　第
心．二

三五
垂

霧金
三線
）蛙．

中　　蛙
毒　　’板
蛙　　に
に　　仰
封　　臥魅
し　　固
ヒ　　定
ス　　 し

ゼ　　胸
昌’ @骨ン　　な
。’　除

ぞ・學1
素

器

1．

琴

中

等

大

　　　　　．　蒔　　　　時間
五四三二ニー一一・五四三二＿一
五〇〇五〇七五三六四〇〇〇’六〇五
回分分三分分分分分量分分分三分．分

六識甜

試心心
瞼樺室
中減敗・
止少縮
・しの

　jL度
　つ大
　攻に
　縮減
　上す

　退

　ヒ
　歪

’夢

　9
・9
　蓑

　害

　獲

　壽

　斐

　す

實、

瞼

例

　　　　　　　　　搏．簑

　　　　　　　　　動一
薫醗1．垂警四
　　　　　　　　　鷲．金1
　　　　　　　　　二線
　　　　　　　　　9．）∫蛙．

心 　心
情．，室
整i　の
調　＝攻
に・　回
し　回
り（　張
其・・共
数　 1こ

を　 強
ま曾　盛i

す　 に
　　し
　　て
　　其
　　状
　　態
　　亭
　　常
　　に
　　差
　　異
　　あ
　　ろ
　　な
　　認
　　め
　　す

ヒ心・胸、
・ス搏　骨
卜一
・昌 閨D，除．

ンす　き摘
O　　心
・6．ピ臓

葺三
生　す
そ　・要
乏

霞

理

毒

麿

誓

画

す

禮’

重

六

｛

1



！

以

上
の．

實

編
成’

績．

に

依
て

同同同同同．同同同同午・
．　　　　　　　　　前時

見雛四乱燃

O
時間

〇七七・六四二九八七五
分分分分分分分三分分

　0
　秒

　　ア五九ニニヒ三論
　　　　　〇四スO々

く1’、幣’整

ヒ　止す
ス　虜
ト　鋳
二　　ほ
ン’ｶ
の．’

大　 む

量　蓋．
に

よ　O
り　讐
蛙　 †二

の晶『
心　 械

臓　鶉
に　　戟

登　 心
現　面
す　 司

る・ _

所　に・
の　聖
心　

1二

室　 同

る：’

力｝　　ろ　動　　二〇．に　前の

　　　　雛1

　　　　　　

ト9仰
藷客

船し
液動

實・

験

例

第

六

　間分摘

捕騨嚢

1垂1要轟

々

下
す

し

ア
ト

ロ

、ビ

ン

O
孟

％

溶
液

心

の
三
盛
に

滴
下

不同同日同同同同同

四三ごご二ご一』
五〇八六五〇五〇五
分分分界三分分分分

1三劃蓋三美三…

三醜侯孟㍊茜

五　試雛
瓦撃難
　　　止管心
　　　　む室
　　　　心の
　　　　房擢
　　”　 に動
　　　　伺静
　　　　ほ止
　　　　捕す
　　　　動ピ
・　　　　　なン
　　　　見セ
　　　　る　ツ
　　　　　　ト

　　　　　　以
　　　　　　て
　　　　　　心
　　　　　筋
　　　　　　1二
　　　　　軽
　　　　　　く
　　　　　刺
　　　　　衝
　　　　　す
　　　　　れ
　　　　　．に

　　　　　同

中　中中
毒　毒毒
・蛙　蛙蛙
心　にに
臓　 心心
の　室室
側　 のの
傍　捕攻
に　動縮
ア　時薄
ト　々弱
’ロ　激に
ピ　滞し
ン・ ｷて
0，　不

筆
の
七
〇



ホ

姿

弐

酸
漿
あ

化
學
的
及
藥
物
學
的
研
究

毛

　　心係施し第ン横面のれてなピ著高島
　　臓なし常二を断ほ中はもくンし七絶　　はεす・・に島風しす椹・雪或溶く心的
　　フて’る一本ふ藤下若ス瞼は液搏心弛
　　イ　　ゾ心實方漏る灼きくト争訟を動画緩
　　ス臓験に験にせ血．は　二第反論撒制性
　　チの成はに上る管末ソニ民泊錆止欝一實

験　で搏直前急患・金中梢の六に費却枝扇
例’ン動’に述て實虚心の急撃爾面しの及
　　にを徴のも験’小其：刺毒血七輪往上ひ
第　よ著す漏壷例線他戟に常迷密々に房
　　リレれをににをの作於に走二心は’室
七　固くは施脊於以二丁けヒ．紳士室’声払
　　有減澄し髄てて経にるス声曲に・話調
金　の少物た切示畷中右心㍗を第於の性
線牧せ盗る’遣し髄罵る臓二切歯て戚の
蛙　亡しは蛙術ナこ及．のものン断六弛作薄
　　詠め心心のる脊影の搏はすす綾を忌
中　　静得　動．臓　心　ご　髄響　に　動　其　る　る　性急　を

濃艶みにを搏同を．を非器．層特のも搏ふ盛
大　をも影響にし穿遮ら少二代毫下るむ
　　來の響備愛く刺闘さ或なりものも現
　　すすεをし歌心話するはるに心静の；象
　　由る膨面を髭面へや断中扁虻止にに
　　験をふて來のしく明績富め上期非就
　　例．知可融す緩’セ延な的憂アに漸らき
　　のるき照こ継る髄りに状ト虚血さ；其
　　一面血にごを蛙●の訴訟をロ動的る原
　　をし管供な呈の直はす登ピのに岱因
　　予て優しきす心意遙る現ン増相しを
　　くヒ溢すごやる臓にん憤せを面癖即深
　　るで其bのこを於て張し投的てち究・
　　こ二言此疑ご露『て心性む與影登ヒす
　　ごンの如ひを出無爵直るし戯すスる
　　即に溶きを記し血山止のすこをるトに
　　ちて曲玉解’たて虚心は事る與の二本
　　次中中法かリヒにに迷實心ふ際ン物
　　の三三にん實ス脊影走に臓るアに質
　　引せに由ご鹸ト髄響紳徴にごトよは
・しる’關て旧例二をを経す於εロ．り迷

o



鳥

歎≦以樹”
の蓄てし韓
實二心てヌr
平氏臓はド
を装の牧二
藍置豊郷’

に

徽一　　　る夫蕪
蜂、憲呈羅

はのる梢試
生下や血験
鵬に勿管の
内循論の成
血管な事績
上せり少に
継しεは油
倉め　　　錐心ての或も、臓虚
幻！よ摘1；め

寮母出封ナz
に§ししる
よ．σ。
iこてか

る氏．るは女口

雨装蛙抵く
毒置の抗末
ごに心を梢
殆島島壇血
んでを大管
ご多一しに

　に
之画歪曲盤　 五。
に定及を・早　　　　　　　　　　秒1秒

堅嶋讐　一11－孟五。五
得聖動みる
　ねπ鳴「歎こ所
　バる　　をご’の　　　　　　　　回心心心下前心「F心

咽　　

巴　同同同’同同同同同．同同同午転

　券参参参雰雰雰雰雰雰券雰

静
止
す

心
房
に

面
目

臓
の

上
に

，滴
下
す

9’隔 @’　　「’「／せ

　　　．二，』1’ゐ延

　　　　　〆金属
　　　後　　　　　　㌧線の
　’『5鼠＼蛙荘一
　　　〇』∫を下
　　　　　．．準に’
　　　・毒 備鏡
　　　ご四中，し．刀

1三r山繭
　　　胸蛙中へ
　　　建・毒頸
　ヒ　O切　用言

　　　　　　　　　　　同
甜蘇宅天冠1’．δ’δ’奮

　　　　　　　　　　　唱蛙

・王

后．

及

脊

髄
冒を

穿
：刺

破
・壊

　
ゼ・

二

し



’

軸

ホ

ホ

ヅ
キ

　酸
漿
あ

化
學
的
及

藥
・物
學
二的
研
究

；

、蛙

に’
固

定デ’「

．・ ｵ三
座験
骨例
を’，・，

除第、
き二・
心－入
・臓

を金
雪線噂
出蛙．．

し・．
国膿コ
莞：重

ぎ一
興七・・

ド氏琵、
法

吊

上

法．．
丈こ

依
．b　．

て

心

動

を

キ

モ

グ
ラ

フ
イ

オ

　　第一九圖　Will；am氏装置による蛙二二強　最下段の左側4｝分

一・・
Pに灘・期央q）1・於鏡帯α・1％二二即・中騨・

　　八分よリ1’六分後・最ヒ段に十八よリニ『ヒ五分後の状態な示す

’㌧謫�Z飼」Willlam氏装置による蛙心試瞼　最下段左但〔に常態

にしワ（（↓）に於て本物質0・2％溶液に轄回す、中段に十分後に

於σろ愛化、最L段左側×に於て通常Ringer氏3直に三三心搏　』

1徐々1：農園躍るの麗な示す　．

掲を縛面通噛‘休き』 黷P瓜搏心緩嘉し異
く　引煤・験阻止心三下は臓性．数回な
　讃紙例朕．、は臓るも群は休．を皐、み
　ご上を態本幽の呼∩籏’鰻止減をな
詣講羨婁霧弩号纏懸盤．瓢
　第爲尚復「を数週’し。し’止す難行量
；、一せほす除の期冥てに為つふ・に
　翻し’心る』去減運、。。噛來絡を心と於
　圖め搏・を・す「少動氏すごる見室きて
　及た．歌見る及に現るもる起はは
　ひる漏るに心二二こ其1斯はi著搏
　第もの次及搏：陀こごのく漸し動
　この鍵にむのりしあ聞し績く歎
　○一化出て弛斯てり’数て的．其を
　圖二を三三緩の知；其次遽の．の増’
．を三廻のひ性如．らの心．に弛搏加



、
＼、

　　　　　　　・胸

聞同同同 ﾗ婁
　　　　　δ　切
　　　　　時間除　 ・

三死宅玉≡＝　心．三
分三分分三分・・臓瞼
　　　　　　　　を・∫例

　，　覧9前
　　　　　　）1法空

心ヒ　『

ll

舞

　璽

　の線
　如』重
三‘ ｭ、

　穿膿’
　’覧重
　3　一・
　騨　　9一∩．

　暮五
　氏琵
要’

@一　に
　篠
　て
　吊
　上
　法
　に
　よ
　　り

　心9
　動
　を
　試
　験
　す

　　　　　　　　　　　　　　　　ソ．
　　　　　　！　　　‘　　　　　の
同同同一同同同同同同同同同同同午　 煤
　　　　　　　　　　　　　　後時　　　　　　　　　　　　　　　　紙
　二　　　　　　．1　＿　上
　　　　　　　　　　　ご　　時間．に　時

二三農欲旧恩巴臭毫薙三
分三分溜分分分分三分分分分此分噛か

　　”脚　「』・一　…　　1し
　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　・鍵

冠嘉；篇三三輩1引蓬
　　　　　　　　　　　　　　●§

試1

．，ｱ
中

止

前

、．
[、．r
及‘

心
室
の

攻
縮
の
申．

間
に
稽ヒ

　々
著
明

　ろ
弛
緩
性
の
休・

憩
期
あ

　る

認・

　む

揖動ヒ
動’物ス．

漸少ト
次し昌．
恥くン
響動。
　　つ鼓腸
も

波
形
は

整
然

リ

（
五
％
溶
液
）

雨
側
大
腿
淋
巴

糞
に

蟄
畳

義

穿・

心
臓
の
側
傍　摘
に

於
て
ア
ト

ロ

ピ

ン

O　当
主

％
溶．

液

滴
下
す

七
四



ホ

ホ

ヅ

キ

　酸
漿
　
の

化
學
．的
及
’藥
物
學
的
励

究

七
玉

第　二　衷　（第三〇實瞼例の圏）

↑　ヒスト昌ンLOOO倍液た灌流す　　’

×に於》（通常Ringer液に轄換す

※に於てヒスト昌ン500倍溢な通す

スをて滑1同量し≦
ト　測　マ　澤　に　座　を’む　ぎ金
昌　定　ノ　燃　連　の　含’－別　∋　線

ンせ一過結・高有に氏蛙
をり1尊し書す竃装の實
含而タ面’てにる碧．置胸瞼
　　　　　　　む有し1に．搏架閃羅に骨例層
せての描動す冨氏固を
し左購爲の・而2壕定日第
め記肥し引し氏にしき三
すこ含よ且惑て液・二心○
るi還りつi鍵小をス賢臓’
表ε排七化激雷ト氏’を第，
お稽出臓をマ盈二液三一ごつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
擁すす三廻ノしソを除表
門るる亭亭メての循し参
・液は液にせ1雨一環之昭
をヒ量：由るタ者定せを0
　　　　　　　，

同同同同同同同同同同同

四四四四三三三三ニニニ
七五四三六四ご〇七五三
分分分分分分分分分分分

二三1三衝・西西三…．旧き｝量

試　心
瞼’臓
中一の
止傍
　側
　に
9．
舞

τ

旨＿蕪
禧　す
彊

雫

す

心　樽
室　動
の　数
牧　減
縮　少
淺．し
溺　て
に　無
し　縮
・て　力
時変々一　溝
　　弱
　　る
　　見
　　ろ

b

心心
捕動
三碧
次々
減攻
少饗
すの
る度』
もな
脈減
波す
整
然
な
り

σ



●

’

　　　　心
同午ロき・：臓：

　後　 を

　　　　切
　一間　畦　　除
＝δ↑　し「實
分分　 前瞼
　　　　法’例
　　　　の

　　液臓

　　髄鞘’
心通
室常　　て　

●

震穿　試察
欝摘三雲
奪霊　　墾
りす　　　照

　　露樽如第
爺蚕塞’1≡

　　　　自
　　よ＿睾金
　，脇詰』千
三一鞭装甲
・三器置
　　量短を中

言・

同同同同同同同向’同午同同同同同午
　　　　　　　　　　　　　　三時　　　　　　　　後

　　　　　　　　醇　　　　時間
五五一〇七五二九五一七五二〇五五
分分分分分分分分分分三分分三分分

　　　　　　　　　　　　　　　募樽

三三1δ三剣毒毛1・三障天え綴

圭ぎ1三三

試
験
中．
’止1

麺擢
常動
閃時
冒’々

鵯逼
門門
氏す
液
に

換
す

含

五
〇
〇
倍

「羅

噛轟

賃

氏
液
に
』二

二
す

圭ε

通’
常

雪

謎

鍵

氏
液：

1：

換
す

　　　　　り一．
　　　　　層盤

含支1盤蓋蕪
　　　　　1量擢
　　　1…禦
　　　　　・　よ
含
毒

『
○

0
0
倍

安

轟
魯

氏

液
に

輔
回
し

て
之。

な　’

濯「
流
。す　’

意
’一

｡：

』．す

蒙

曝．　．

氏

液摘’

濯
流

す　　　’

要

■

勘

六



’ホ

ホ

ヅ
キ

　
酸
漿
　
の

化
學
的
及
藥
物
學
的

研
究

め
七
七

場退せ臓は
合し、しを血
に且φ用管
見搏得．ひ中
る下るて妙
所歎こ輝輝
・のの巴　しひ　‘

心減を把末
搏・少彫る梢
のをは　も血
減・・來しの管
堕すむ「な内
臓はる・り座
に心に此馬
革臓足のの
静回る如鍵
止1．己も　き動

はにの方か
之封な法心』

すりを搏
る故以上上
直．’1にてに記．同洞同同同同同同同同同同同同同同同同●

接幸す及實
の掌るほ験
靖鍔高寄響吾鞭盟野里里里究天・毛三三西・・量量

に大　ヒ　き　し　三分分分分分三分分三分分分三分分分分
営量・ス影て　　　　　　　　　　・
し一に　　ト　響　掲’

術よ．二をけ
臭擁警…四・・一三’六六δ丙：1三≒匡

量心其事第
を臓特外耳
以「の異し、『○　．’　　　、＿，．
；i｝鶴：脩　．砦秦　ooo「翠106’言言ま言まさ；・、iま受奮’i奮

ひカ、を蛙三　　　　　 ’　』　・　・1
　　　　　　　　　　9把を登の一
る衰’現∂1｝｛列　 ”．　’　　　1　’　　　ゴ、・
　　　　　　　前前心．大前山精
　　　　　　　同同室’銀同室々

一の一る　 の大
搏’D撞　搏’な．
1動動　 動’ろ．
．復た　・休揮
れ管　 止動
静む・しな
止．　．一て螢，
　し　　　前む
て　　 房、
、前　　　の
房　　 み
の　　　搏
み　　　動
撞　　 す
．動
．「「

撞脈’捕．心

幽動波動室
／噂．小数の
々に減一取
遇’し却’縮’

滞てし力
す攻脈9…密
　努奨を、’

’　減ミ減
　退な嚢
　するし　　　脈1’一
　　　波　　●　小
　　　・ミ　．
　　　な
　　　り
　　　其、一
　　　数一　・　　々1．．
　㌧’　．算．
　％・　・し・．
　　　能1
　　　に’
　　　イ”

隻』

上

ヲ

五
〇
〇
倍
溶
ゴ液：

以
て

常

牢

嶢

弓

氏
液
に

代

へ

濯
流
す

、



　　　しン心　　 ての　　　　第三表（實一碧三一例の圖）
　　　逡』．五．
を　　 にO
摘　　は○
出　　弛倍
し實ジ』緩・・溶：＿・

前回　性液
法例　麻を
の　　痺用
・干瓢　のひ
ぐ1三’撃て
を二』に行
　　　心ふき金搏ε

鋤に於て……・・倍溶液秘す

置　　斗酒　　　　　　・
を’

?@す上を　堀’り○ド懐め下募　㌧か即
用等　るの’以印加一〇固き且二暑余るち
　　　も　如　て　斯　す　二倍　定．，杞，－搏　ン　氏　は’へ　心ゐ，大
て一　　　の　き　行の　る，北斗・せ・る：動の　装金　し臓
試　．第　　 ～三．縫　ひ．如　を澗　薄　る1こ　数極　置：線　　　生

写．四・す化すこき認に溶蛙ごをめを蛙　己
す表　實をる現め心液｛心屡壇て用に　の
本甲．　験呈時象泥’臓をに＿々加微ひ就　 麻
實照　例∴すにはり・掠呼子なせ量蛙て　痺：
験二．》　第㌔るの本寸寸流でbしは心露　に
に．，　’三．こみ物實に’せ前きむ心に出’上
封○・．と素質瞼よし法．，妓る臓樹せる
て　　　及’なをの例りにに＝に作めすぢ　’も
は　　第1’く認極次排心倣・於用肖る心　の
ヒ　　三却む一めの出力ひてあ動幾臓　 ご
ス　　一’て例て如す二本かる力多若　断
トー　求心へ稀しるし物≦かをのし　定
　　　下働は薄　液く質崖如旺實ぐ　し
ンr　照漸ヒな　量強のヨき盛験は　で
の、　　次スる　亦盛一亭亭な．中”　　　　　　　　　　　　　　　　　誤極・’ @　衰，溶　甚εq装念らセ9　り
め　　　 態二液　 ナこな○置をしヌ平　 な

毛．

入



9

ホ．

ボ
甥

美

酸
漿
　
の

化
學
的
及
藥
物
學
的
研

1究

　　

七
r九

洞伺同同同同．同：同同1同同同・同同同同同

・五四四四四四　四・四四四四三三三三三三
10九八七六五四三ニー〇九八七六五四
・分分分三分分分西分分分分字分三分分

ニ　 コ　　　レ　ロ　ヒ　サ　　コ　の　 　　 　　 しの @　
：二九九九六六三三四㌃一九九七六六三二

　　　　の　ロ　の　　　 　　　　 　　 づへ　　　　　 ロ　　

7〈⊇9（～？99（2’9・冬冬寿｛ト恭る一章㌻

〇五五五五五〇〇q五〇〇五〇〇〇〇

監・翌9霊1藍まま8美

撞　　∴
動
壇
加
し

脈　　．，
波

田　　o
然

リ

、

　　　　　せて
　　　　　　る少
同同寸午　　を量
　　　前門　　　　　認を
　　　　　む含
　　　時間　　有
三二＿O、　　　せ
二分分分　　　 ，　、　．る

　　　　　　　』1田
　　　　　　　謁
　　　　Ω心　一．、q

iδ九瀞．援
　　　　甑．　．を

　　　　　　　・似

　にヒ　　，麺
　換ス　　常
．：～よ　寄・
　灌ン、　　鵯摘
　流一　　

呪

す1・1

　　肇　、．悪
　　以，
　…’て　”

　　常
　　藷●
　　臼
　　液

　　　高水　　て
1容舞羅・蓼
　　　　　　　砦

　　　す二　　に

　　　舘　は
　　　　　　　約

　　　　　　　倍
　　　　　　　‘に
　　　　　　　昇
　　　　　　　騰
　　　　　　　し
　　　　　　　心
　　　　　　‘搏
　　　　　　．数
　　　　　　　亦
　　　　　』著
　　　　　　　し
　　　　　　　く
　　　　　　、壇
　　　　　　　加



，

同1同同門午伺同祠i同
　　　　後

　　　　一　　『　　＿　＿　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　＿　一　　一

g、　　防　　　ミ　　　　　＾．一十
一　一　一　一　　．

b）

E繍舞 鞫｡・、

， ら　　ミ　　§　　曽 （孤強Pﾟ靴
欝暴轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧
焉@　　　　　聖じ　　　　　Q　　　　　　ふ　9

い・蚕ら、・｝

ﾓ紳坐
♀へ

・↓1

@9 一 ，
こ二

一　　一

，

■　ρ

』

じ、

』　　一

‡　1

㌦曽

A

『竃 u．

鼻瘤 窓・滋
“｝

　　．1P1． 撃穴增E壽i！

妓 亀

壷 oLo、 、、 疇 q 噂 、1

亀、

や 一

歳

、

ぜ

気 、

、 璽●

E

一
マ
、

？

へ
・

、
噛

◎o

や
．
一 一　炉 －　h

φ o

見
、、

o
“

、、

’
，■o

●

圃

一
一 一

一
，，
’ x

貸
’ ’

’

亀 ・
o ρ

一ヨ

璽
，

，

二∵
’

ρ

一 一 四
’　ρ

．　　層甲

O8”幽

罰

F　齢　「

’：●
「　，

一

i・

・2㌔4

�莓Rき劃ヨ

ぴ
9■
@．

虚

9 ∬
・

ρ
’

メ 讐
、N 一

“ ’い 4 ユ 鴨噸． い

A

，　　L

《．ll　7￥r窩望いい㌻斗団Gいμ偽が噛照卦雑］E醤）

，琶昧酬Ae逼騨学圏…畢o凋剛［目馨1鵬側麟4蒜学

　　　　　　　　　　　　（㌃・R学購

　　　　　＝：
　　　　　り　　　　　時
・二　二ニ　ニニ五五五二五
八七六．．五四四三ニー
分分分分分分分『分’1分

』一 ﾊ美誉．＝≒1

（

錫

骸．

1暁

B

o
図
v

斐1歪奎「ぎき1ま言ぎ

四　　三三　　マ．　　”．四！丁

三・三　　　＝主±

心
鼓
動
再・
び

睡
盛

る

通
常

家

品

臼

液
に

換
ふ

．「

メ
八
．0



ホ

ポ
ジ

キ

　酸
漿
　
の

化
學
的
及
藥
・物

學
的
研
究

，帆

　　　　　　　　の　ン
　　　　　　　　数の前
郷同朋
　　　　　八　　く’て如
．＿＿＿＿＿．壁．間　．壇少．く

．・

ﾐ：置F三．三三δ・　　　．カロ　　量　　ミi　實　．、

粉分三分分一・1しを影回
　　　　　　　　且含筥：例
．　　　　　　’一有官i
　　　　　　毒樽漏せ法蓮

に．ヒ

代ス
えト

て昌
漉ン
’流一．

寸0　
’

0
0
0
倍
溶
液

常

　空
呂

　窪

氏
液

一f：

　　　　　　　於臼試金
　　　　　高水け氏、直線．
、童嚢、ま：藍難語婆某蛙

　　　　　　　出以壷中
　　　　　赫すて験等
＿．1 ?y骸雛．大
毛・夫一 b・還才ピて雍
　　　　　馨籍．毫・’窪：皇嚢『

　　’．，．　．に加水記黙
認　す銀嶺昭
ズ　　る柱瞼”
ξ摘をの盛り　　　　　　　　　　　　　　 　ね

雪虫．韓’

す

　　’上二
　　　昇ε
　　　し同
要　　之し
　　　ε　く
　　　共と
　　　．に　ス

　　　心　ト
　　　搏．二．

同同同同・伺同属同同同同

五五五四四四四四三三二
三一〇九八七五〇五一九
年分免分三分分分分分分

　　　　　　　　　ち
6三五六九ゴ■δδ＝蓋

○○δ；衝；1馨窒ま奎

。呈呈，玉

　心
試動
瞼全
1ド然

止静
　止
　す

心
室
に

々

弛
．綾

性
の
搏
動
休
止

見
ろ

含
毒’

五
〇
〇
倍
空

山
象

氏．
渡

血
肝
す

子

七

心
搏
再
ひ
『減

少
す



＿1汽．㌧ 同同同同同．同L同同．同同：同

《・　二〇，

言
．｝雰

A
N
テ
11

望

萎

・§

壽

肇

』瓢

葺1

葺

馨

寧

壽

董

㌻

昏．

’》

レ’．

’毎．

　阜
　ウ

．四四四四四『・四四．三三三’三
六五四三ニー〇九．八七六
．分分分分三分分．分分三分

8h．R0ρ’

3F．・　槻1
32’　一
33’f

34’

35「

36’．

37’

38）

39ρ

岬
41’、

429．・

43ρ

必醒

45’

46’

4㍗
49P．

50ρ’

51’．
52’

’53ρ

’54’

’55ρ㌔．

56”
57’

9h

一一一．一．．一一・一直

三三ニニ三〇〇九九九七

　．五五五．五五甲四四「四．四四三
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　五五五五五五〇〇〇〇五
』纈．

「（
ご煽

’三一
．鵜ド去
．μ11一F
．’

ﾊ1．．
，．

??E．「

．団
、ノ　．

；，霊量言天

心　　　　・・
搏
漸．　　’‘

増
加

し　・
水

銀　　
桂
の
高
さ

も

亦
上
昇

す　　 q

1；’

て1

馳幡

一
ノ八

二



ホ

ホ

ヅ

キ’
　
酸
漿
あ

化
學
的
及
藥
物
學・
的

研
究

■

主

日
§ヒ，

量ス
書ト
：尊邸

氏’ン

塗か
二尊其　心事1三
q血．
血管1・四

這に梢よ劉’

りし三
眠直に
墓接封
の平す’
血昇る
・管な作
下る用
肢帯
下用
本を
を有・
「．作1．す』

bる
竺．1

で．畢．三

二．，；『 H1∴…，1，

九．て減はを場　　　　　　’・　‘　∴　7．
三戸層少二心　を’合’上：曜　’　　　　　　『1』．

第張す筋自に記同同一同同同同同同洞呵
二のるを8於蛙
○度は直配て心『
三姦鞭織量㌦編垂華・三冠
照し心刺に心す　分分分分分分分分三分
）　其年号撮搏ゐ
　牧のしてに七
　縮所て尊影ス
　カ早早ひ響ト、ご一一一一一一一ご一二．1
　を運機たを昌一八八八七七七六五四四
　困動能る及ン　　　　　　∵　難祠1を・試．ほ’作

　な野卑瞼す用　ら節盛に可を八七七、七、七ゼ六六六．六出
　　　　　　　　　　　 　　コ　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　
　　 り

　・レのな於き絡・〇五〇〇〇〇五五〇｝Ool
　む機ら．て血括　　　　　　、
　・る能し．も、早し．　　　　　　　』1－1’
　にをめ；其．中て
　山脚・大成栖’説　三　三　三・三：三パ
　’．・る．衰量・績及明　主豊孟1三．6’
　居せ7ギ殆其す　　　　　・；
　ら　る　る　ん駈れ’

　んにごε憩は　　　 ’． @て1
∴1嚢1「

　麦．癩・≒二讐・誓
．一 }’ メF搏ンす乙・「し・・一
』’

ﾛ1羅器・1．／∴



因入
て．す

滴　る・

数　ε

の　き

減　は

少一・

せ　定
る　時

も　間

の　に

は導
通ドけ

常　る

9　及

氏流
留出
に　液

無量
．換著
し　し

之　く・

を　減

甲少
「て　す

灌　る

流　を
・す　誕

る　め

ご　た

き　り

は此
釣革
次　く

i爽本

復物
し質
・て　に

滴

踵

骨

．璽

ツ40
ε

1口

II

1

111

II

・1

，

30

20

第六衷（謡講第三四例の圖）

㌔

一 ’ ．

亀

r

享

、

「

馬

刷幽

“b』哩）●、　　19’　26’　31’　　33ぞ　3｛ア・　37．391　　40’　41’　　42’　44ぞ　　46’　48’　5（ン・

　　　　寵標　↓　1こ於てヒストニン’0冷G39（1％⊃々注入す　　”

　　　第ニー圖Trend・1el，bUr9氏子によう門門下肢灌流試瞼

　　　曲線L鞭↓1・於て・スト・．バ09響9々畝す

　　　曲線Iしに注入後八分よ』り十九分、同111に二十一

　　　分よリ三十三一門に於ける滴落の状態

．第＝二圖同上　　　　 「’ P’・

　　曲線．1寵標↓に於てヒスト昌γ0，9冒gな注入す

　　同IIに注λ後十分よリ十九分国同1；1に二十二分

　　よリ三十一分律に於け4滴落の状な示す．．

八、

四



　　　　　　　　　　力勝液空　　　モる全
　　　　　　　　　　二出の噛断　　グこく

　．　1：．　1’馨管・輪糠・桑芸籍

　　　　　李　　竃装憲警秦一参義

五　　　　　　　　　及すし管参・　滴し
　　　　　　　　　　　影野照圖畿・
　　　　　　　　　　　　　　　　　にをの　　　　　　　　　　　々ト層艀て
　　　　　　　　　　　　　　　　　掲以作　　　　　　　　　　　に昌脈上　　　　　　　　　　，動ンよ方　　．くて用
　　　　　　　　　　　脈は・bの　　　キあ



同’同同同「同同同同同同同同，同同同同同午
　　　　　　　　　　　　　　　　後

前

怯
の

誌時如
四四F四四．三三三三三三三三’三三三ニニニ　

く

四三・ニー〇九八七六五四三ニー　九八七　 施
分三分分分分三分三分分分分分　分分分　　す’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　滴て
　　　　　　　　　’　　　1磐標

・九………
　　　　　　　　　　　　　　　　　　間調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製
滴

漸

」曾’

加
す・

1流
出

、滴

数
の
減
少

そ

ミ

極

に

し

爾
後
徐
々

1＝

増
川
ブ

題　 す

よ菟

ンす　　摘9
9
1髭』

二

〇　　『
％
液
〇
三

讐

注
入
す

要

”同同同同

　　　四四四四

例　 0八六四
　　　分分分分
第

五

　　　四四四一四
　　’　四三ニー蝦

　恩

賜

0

あ

血’

管

下

肢

露
悪，

第

七

表
姿…一

三

試全
史層ぐ’

申恢’

止復
　し
　て
　常
　態
　に
　復
　蹄
　ぜ
　り

一
入
六・



』1

ホ

ホ

ヅ

キ

　
酸
漿
　
の

三
三
的

及
三
物
三
三
研
究

八1

七

＼

　　　實
L同

　三時第
　時　．三

＝δ・四回
忌エー間・薬鴇

券秀　て
　　　行第
　　　ひ三
　　滴花六
　　殿る一　一●　（

天．天竺か三
分如纂賢く
　術大
　を形
　施
摘す露

要

師
表

照
）

　’電
　導
　’葵

　1這

　鍵
　杉田．
賄璽
←超
π　逡

A　弩

N　鶏
ヲ
ll　薬

　璋8　｝
1駅　：ミ

　亀
　．電

露

語

駐

題

餐

ミ

（帆1囑導1）下灘！
」畠’ @．　　　 騎　

二’

o　　 ・　　o　 ．

r

、

同同同同同，同

四・四四四四四
九八七六五四
．亨牲智↑
五四四四四四
’〇九八七六、五
分分分分分分

鵜一二一一・一〇

雑試

　瞼露歪
’嚢

昌

§

響

●

徐
々

に

恢
復
の
傾
向

聖

不
す

●

1　．



同同同、同同同、同同同同同同同同同同同同同同同同伺同同同同同

　　　　　　　　時
五四四三三ニニニニニ五五五四四四四四四四三三三三’三三三三
〇五〇三・〇九六三二〇八五〇九八七五ニー〇九八七六五四三三
哲↑磐磐雫分牲暫↑磐磐亨雫智・暫磐雫分
五四四三三三二ニ　ニ五五五五四　　　　　　　　　　　　　　　四四四四四三三三三三三
一六一四一〇七四　一九六一〇九　 六三二・一〇九八七六五四
分分分分分分分分　分分分分分分　 三分分分分分分分分分分

九四。寵二割1気．謡輩震蕩美歪量え蕪八四剣

流
出

滴
販
漸

徐
々

に

増
加
し

來
る

流
．出

丁

数
の

減．
糊
す
そ

ミ

其
極
度
に

す

　第流
　三出
　同滴
　注藪．
’入一

磯
　答宅

’6な
’蚕曇・

灘
　雰髪

　一全
　蛭く
　）蓄
　　に
　　復、
　　す

』滴第
数二
押回
々　ヒ

減ス
少ト
す昌
　ン
　注
　入
　其
　用
　量
　0　　　O　O

　o
　％
　液
　O　．二
　蛇
　）

’恢

復
し

て
殆
ん
ミ

常
態
に

復
蹄
す

漸
次
恢
復
の
傾
向

聖

不
す

流
出

滴

の

減
少
す
ζ

ミ

コζ

極
認岳

に

ヒ

ス
ト

ン

O
　

〇

五

（
五
％
液
O
二

重毛

）

注
入
す

一
入・

八



ホ

ホ

ヅ

ス

酸
漿
・あ

化
學
的
及
藥
物
學
的

弓
・究

天

九

、

『　　　　　　　　　　　　管他る管
　　　　　　　　　　　　血はにを以
　　　　　　　　　　　　流常當、卓上同
　　　　　　　　　　　　阻にbし列
　脚　　　　　　　　　　害本余く基　をP　　　　　　　　　　 に物は亡し§募撃　　　　　　　　　　因勾画縮た甚
：測

2鷲　　　　　　　　　一管座の梢券
　尺　　　　　　　　　　〉定内ご作文
蕩§き　　　　　　　　　　時注尿用管

誹亀　　　　　　　禽腎よ’合すすヌ
〉‘・　　　　　　　　　i尋臓，b僻『・るるぽ ニ　ひ

N→　　　　　　　　　欝を・て試こ實
τ＿　　　　　　　1［1灌尿験ご験試

裾§　　　　　　　響甚し行bに
　メ建　　　　　　　　　 ：量くひ先徴
　窒　　　　　　　　の減すこ是す
’τ　　　　　　　　　　減少る本る・
　マ　　　　　　　　　　深せに物ご・
　　　　　　　　　　　　『ゼる僅質き
．　　　　　　　　　　　 るをにのは㌧
　　　　　　　　　　　　に認一連ヒ
　　　　　　　　　　　　因め懸絶ス・　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　駿工トせの丁丁中の捌於作るずこ實にト
起的二．る丁丁をに威出てにかり瞼封翻
すにシにほ丁丁行慮しかよ厨女例すソる循’ ﾜ乗生了然はば以家るはの第るは
末環有し活に遮る勿て兎な腎如五影蝦’
回せのて機存断る論中よる臓ぎ三品基
血し血之能すせ一爾椹りへ直はををの
管め液にをるる切除棘腎し接末除．探末
の，弦をヒ保細後のの経臓弦の梢き究梢
鍵に人ス持胞ち・影膿系をに威血爾す血

・ダ・．誠ぽ．18，，風ぎ　　　獣鞭・嵯～さ1～嬉

卜

曳

、

、

－：」・

切

「

唱

o

6

，



第　　九　　衷　　（實瞼第三七例の圖）
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能之る島回：し肢を樹戟車参画は射黒煙結
をを反側痺ての電よす毒痺此あ制熟て紫
霊減号上せ按．皮軽くるのにのる止しも．を
く却中めさ・す膚を顯に時陥如ぺ作て中施
麻せ橿實ぢる上図郷軍期るイか用反毒ざ
痺し例験めごにてな管腔をしらの射のさ
』骨導之1成蒔き興：刺るをに知てす潮流屠る
る終運績期はへ戟筋結曇る反　奮動画他
に　に　動　に　あ　脊或す・肉　紮　し其　射　’　に　減並・脚

馳至ば性．擦ぢ髄．はるめせ漸一作ざ因・退によ
る全並てをのスに牧るく謹用．’るぜ運り．
も’ぐにビ知憩ト他縮輝輝ごを　にる百行
φ之知スる経り側を肢射し媒∵あは麻ふ
ご：∴を㍉畳ト1．へ細キの認に機て介　ち之矩も
す潰性』『き胞』後あ於能」す　すれのの
然：朱紳ンなは1肢得てを側る＼　し蓮顯こ
れぜ経のり巳ネにへは失の・脊・で動像差
ビし細腰　 にをはき勿へ後髄’ ﾒ紳に等
もむ細髄　全章毫に論る澱め　髄経大な
狩る胞に　く下も中結εの紳、中の差ぎ
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學脊φ作　るする後るヶ全胞．細筋登叉
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働の』 ｱを一ン墨もざの肢肢阻其：に残し謄
野幌性競、「術無な坐にの絶充ジ於巳能・の
奄経を、明・末敷く骨於坐せ奮噛けめは蛙
葺的’壇す　　梢な軽躁て骨る性1’る「麻すご
9及写るr運ウ化経も停頓を　完痺由此
亘横すに　・動之學，を一母子に減一，奮に之の
幽鵠鵬・．、』．鷲購魏・踊ぞ欝贈
鵜寒’餐蓋欝拶難馨畠簿’齢響
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のあ醤ρせを亦への二にを動軍をを紳て
蓮り§・つる以恥く下風沿畢物に唱題経は
垂耳ε．迅脂て宮卵：方のひ上の子奨てに交
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第三四圖　ラッチ摘出子宮
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第三五圖　ラッチ摘出子営
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氏τ・・液性吹せし養　期末ら
はカにの過すてせ娩因．卜し之
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　記標　↑1二於てヒストニン　　　注入後四一卜三分の状態　　　注入後五1’八分の状態

　0・OO1瓦な耳殻静脈内昌注入　　　　子宮の緊張充進して同紙面に曲線二番かしめ得さり
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途にン管和をすのをて藥補索きゐ生其方
に注をカ．し膣る目侯調理せをや揚理成法
は一三テ三重三的だめ學んなを合二二は
幽す重1水一はにさで的ごし．想に状贋既
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第　三　七　圖　　生盤に於ける不妊家兎子宮
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第三’八圖　生膿に於ける不妊家兎子宮

↑に於てヒスト昌ン（㌔005g

な耳殻静脈内1：注入す

注射後劃卜四分の状態
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三：ンの　 る注垂入園動に慮に初国外蓬小’
六の：方　注射法す入の多用用め動部しに
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圖括り　之をに皮は定良もに冒にせし二
叉言生　 れ刺先下耳すをの園圃潤る以○
　　　　　　　　　　　　づはす禮　 に入ちに殼る加に国入大子て／
皮るに　接し皮行静をへしN醒し開園三
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合入す　 せ三水き或のr而案を研し◎垂與銅
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　国事動邊異動ら・－定三：統・しi攣はて’：す場，化
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↑　ヒ：ストニン　　　・↓c・1％アドレナ　　　↑↑0・1％ピロカ
『』

?Jロ　　　　　　　　リンα2c縞泪Lカロ　　　ルビン0．n◎晶ゐ9加謁、
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々スコトを他0し腸緊黙る・四以績時．は蠕一
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↓ヒスト↑（㌧1％アドレナ、↓1％三昌チン

昌ン注入　　リン｛男鳴注加．0・2笛ヲ加フ　’
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或に要る牧をの第れも春樹惹るご粋るす
は關除禰宜促作一ぱの宮し起へ毒なこ此
忘すの縮をす用期實ご筋てレき趨る芒に
測る各作促へあ及験謂自は且最極ヒな於
師並並用すしる第のふ禮謂母少あスく．て
藥験子にご叉へ遠慮をの所最用てト其、上
種は宮よ共宜し期果得緊選に愈愈と歌㌔胎
魚種盛りに娩殊によ入立憲．於のくン態を
あ々血粗大後にビりし性的て約然に全襲
bのに大なの子ス治
並並封なる子『宮，ト療
はにしる出血ロニ磁
化よて解血ア開ンの
學りは剖はト大を効
工て出的’ ｩ生玄奥果
皮　秘密　鍵　ら　1　後用　を
に．らを．直面・蚊に’せ推

窮る知命止に於は隠
事藥防へす．産て陣す●
す理しはる後は痛る．
る學或ボに融融をに
技者はリ至宮作促人
師あ止1る快・用進膿’
あり血プへ復顯・しに
り臨の及し不著分蔵
之束血筋加全ヒに娩て
等家顯腫之のしをも
多あ著にヒ場て李函
数りな因ス合後面“婦
の　衛　る　す　ト’に産　に　の

業生もる二慮昏乱陣
蹟・學の　か　ン’用　に経痛

に者あ如のす在過微
付あるき詰るりを弱
でうへ大梢ざて短に
正理し出血き胎縮劃

　をのは八．も’關くす
充血何分毫す季然
農用等のもる毒し
　しをの」蜜豆にて
之有孔に毒多立命
しかレむもをななの
必之ぺ達起るら如
然にきせす動ずき
の由中さに物叉用
結て毒る足實局量
果妊症少ら仁所に
　ε娠朕量さ的に在
　しせををる成炎．り
　てる登庸爾脳症て
露虫せて蓬ををは
昔物さ妊に基立憲
　をにる娠微礎む髄
催於實せ．量ごるは
　して蹟る例しこ固
，流’はに動へてごよ
産子鑑物ば之なり
　を宮みは致をし何
惹のヒ，謡曲按　鎚
起蠕スざ的す　の
　す動ト必轄’る　中
　るを二然蹄に　…毒
　に壇ン的を本症
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ら虚病　すす叢るけにでだては　，ふ雷鳴
んそに面こる藥曲るあ使り粗豪余も快な
か心心今ε實を馬素ら昼前山窟はのせる
其の用新は験以を上すぜら動な素ある鋼
の理す藥危のて経の固ら畠物るより．時断
断論るの瞼正直さ基よるし翻意b然其を
定的に密な當般る論り所で心志経も良下
せ根室見るなのもは動謂其的を瞼豆果．し
る撮りせこる疾の恰物藥業精有的等を以
推をてらε恋病をも實心裏、越す方垂直て
論形のる言定を先良心ごに『をる法實ち治
は成理るをは治輩工のしょ途も1こなに療
正す論や侯治せのか結てりけのよる其上
鵠る虚名だ療ん慣木果の・直而に『り春蚕の
なも根聲さ學ご用をを治ちしあ名曲使隠
るの篠隆るのすせ相直療に．てら藥な用果
能はな々慮i基るるしに的疾留すのきせを
は画きセな礎の・慮て人、重病に然螢もる判
ず瞼に　り　り　な話方後立果を直れ．見の専制
而のあ而
し結らし
て果すて
噌な然其
時b．も権
的依歎賞
名て年せ
・虚血をら馳
をし出る
此此て蹴
せ面すに
る，験し一
新結て時
春心葬的
ののりな
理到去る、
論定らあ
的にるり、
根誤は共
櫨り何の
にあの回

りをにちに雨露宮‘をあ物す
況距よ之適は療にも謙りにる
ん一るり『 �月~し春画倖而蹄は
やこ唯用す’債喧しらせしし容
新ε’漫ふ可値はて・妓んで而易
に決然るら優疾はにざ淫しな
成し模かさ劣病選螢豊年てる
れて放如るのを揮溢すな直走
る霊的くを如豫組しるら藥に
藥らに用知何防にすこかす物非
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をる藥に然論る効置きて斯或
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模實か藥’も・ん的作．ヒ否南庭患
型に亘理素ごを用ス至夕惑か
的藥き血統上達あト回す：果治
治理は的療す’せる二にるあ三
島島島精上る．んをン非をb・し
をに’間細にもこ認にす知ε又
施關のな於のしめ就んる云は
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ふむに思しし藥にしる二の用踏うる
可る就匹能之ε非果も「ン合ひ査ヅを
ら・成き蓋はかしすしのの併てしえ際
す分一〇す生でしてあ原土は之家め
るを小自甚理工て堕b植：を濁に裏ら
子含實らし・聡く全心ε物起b由滞る
三管瞼深き効可くの聞のさ撃て及る
面すをきにカら二目く宿、宮ヒ猫も
下る二品．至芸さ械的巌根るにス等の
作にみ．聲り．瞼る的をうはこ劉トのな
用非ナZをてにも成達本篇ごし二瞬き
をる’る洩、は着の果す稿起にてン多に
有や．にし二手ごεるの原心のはな思
すビ激つろしななを冒を血み毒るす
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存く用了をご場笑あ叙ご警士確を乎
在にのの減固ににb述錐る針認使余
す到顯幸心有謡言ごせももをし用は
るれ著にしの嘉しせる久の二叉しヒ
をりな達且褒せ歳はかしなへ何自冬
知爾るせ筋角・ら月そ如くり醤等らト
リ來驚んの作るをはく堕ざ家中堅昌．
之豊嘆ピ緊用品黒本五胎すか毒きン
を富しす張を角す草は，を　之症信に
純な何る性．有及るの跡目　＿を二念二
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に原此三二る：角ご三宿ご　膣登懐は
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　病述ら其交二黒てを・す怨書疑用に無
畜をのる製を曾て軍得遮るひをひひ男親
に圖如、渕想は偲り忙菓も能i基・常㌧ら．け，す
反りしに何二七ふ妊り余のは礎にるる可
し之量至れし分に真面はこさご嘲、藥ら
ヒににbも且ノ嘗せしほするし笑草物さ
ス由此て生つ一でるてほ　念てに根療る
トての・よ藥は1内動精つ
二期了う三余入受物細き
ン待ぎ弦有は分旦になの
ハせ藥國にの自ノ三於る研
古る物三作ら一六て藥歯
面良を百用最ご弄は物に
民果以二に近な公二士無
間、をて十授精り表兇的ち
に二面品品瞼罪しの實て
於け輩．牟せし年て娩七一
て得ののるて黒日二成の
堕る慣二三其内くを黒化
胎ご用霜舩結に．褒誉に學
のせすをに果於角し微的
目んる痙偲をて●を黒し純
的や慮てひ公ぽ貯はて粋
に；其方．古至芸最ふ堕毒な
二言にきるせ初る偽性る
丸面撮歴青るのこ・を忘物
せ．論り・史はか十ご惹め質
る々唯を子二五・一起で子
鼠出語二宮く・分年せ寡ぢ
物声遣す緊盆ノ冒しぐ命
をに摸る縮○一門む且名
原堪放置の禾ににるづす
料’へ鮎子’ ｼ邦減しの副る
ε、さ一 ﾉも競市すて上作堅
しる投今：ご販ご子用用の
て庭藥にしφ笹野あをヒ
抽なし．於て褒ふにる登ス
出む以て汎角氏劉をせト
し’では用並のす認す二
たい治上巷に論るむじシ．

　を成型木工も
　懐・れし皮のの
　くる敢の至あ
　に所へ多重り
　至謂てくな一海
’れ民顧はる．草
’　b間み傳物中
　此樂る設質．に
　ののも的．に．ヨ
　如絡の効属’1
　きてに零すト
　はをあ』誇1從あ
　先悉1ら’張解り
　輩1く．さ・にのキ
　管掌』り朱経ナ
　半眼・・しす験．皮
　のなかる’は．中
　研き偶も尊に
　究も々の：重㌦キ
　實の本こす二
　蹟ご草しへ1
　にしの或しネ
　穿て研は然あ
　し直究謂れり
　てちにふざ而
　も　に　よ　虎　も　し・

　盆i解りの余て
　々を古学は爾
　信葬即効同者
　念り幾の今共
　を去多事樹に
　強るの實民現
　く　に経を・間今
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轟き正亦貢這験作法物も
ひに十禁献椴¢）用の質或
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をの年障る病果仁万り其
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